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『
朗
‥
誰
某
』
 
に
【
見
，
ウ
几
な
い
朗
‥
謙
曲
 
 

－
 
「
朗
詠
譜
本
」
 
の
十
曲
 
－
 
 青

 
柳
 
隆
 
志
 
 

は
い
〕
め
に
 
 
 

「
朗
詠
」
と
し
て
唱
わ
れ
る
詞
章
が
、
必
ず
し
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
・
『
新
 
 

撰
朗
詠
集
』
に
載
る
も
の
に
限
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
柿
村
重
松
氏
を
は
じ
め
、
 
 

既
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
ユ
。
し
か
し
、
鎌
倉
～
室
町
期
に
編
ま
れ
た
所
謂
「
 
 

朗
詠
語
本
」
を
見
る
と
、
そ
の
詞
章
の
大
部
分
は
こ
れ
ら
二
つ
の
 
『
朗
詠
集
』
 
 

を
典
拠
と
し
て
い
る
。
任
意
の
詩
文
の
自
由
な
吟
涌
か
ら
生
じ
た
 
「
朗
詠
」
も
、
 
 

こ
の
時
期
に
は
漸
く
音
楽
的
歌
謡
と
し
て
定
着
L
、
そ
の
規
範
と
し
て
 
『
和
漢
 
 

朗
詠
集
』
・
『
新
撰
朗
詠
集
』
を
尊
重
す
る
傾
向
か
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
L
、
計
百
九
十
五
首
壬
に
の
ぽ
る
朗
詠
諸
本
の
詞
寺
の
中
に
ほ
、
 
『
朗
 
 

詠
集
』
を
典
拠
と
L
な
い
も
の
が
、
な
お
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

次
に
掲
げ
る
十
首
で
あ
る
 
（
初
句
の
訓
読
は
各
朗
詠
諸
本
に
従
う
）
。
 
 

①
「
澄
澄
と
し
て
遍
く
照
ら
す
」
 
 

②
「
青
黛
眉
か
い
て
眉
細
く
嘉
し
」
 
 

③
「
功
徳
林
を
成
す
」
 
 

④
「
鳳
凰
駕
‡
ほ
」
 
 

⑤
「
桂
暗
闇
肴
」
 
 

⑥
「
変
態
績
粉
た
り
」
 
 

⑦
「
釈
尊
在
世
の
苦
」
 
 

⑧
「
風
番
謂
の
中
に
は
」
 
 

⑨
「
万
徳
荘
帯
の
化
主
」
 
 

⑬
「
李
門
の
浪
に
締
り
て
二
年
」
 
 

典
拠
未
詳
 
 

典
拠
未
詳
 
 

典
拠
未
詳
 
 

（
『
本
朝
文
粋
』
巷
十
 
菅
原
輔
昭
）
 
 
 

（
『
本
朝
文
粋
』
 
 

（
『
白
氏
文
票
』
 
 

（
『
本
朝
文
粋
』
 
 

典
拠
未
詳
 
 

（
『
本
朝
文
枠
』
 
 

（
 
『
菅
家
文
革
』
 
 

巻
九
 
大
江
朝
綱
〕
 
 

巻
七
／
『
文
枠
』
八
）
 
 

巻
八
 
絶
島
谷
雄
）
 
 

巻
三
 
新
楽
府
）
 
 

巻
十
四
 
大
江
朝
網
）
 
 

こ
れ
ら
の
詞
章
は
、
【
衰
1
】
 
に
示
す
よ
う
に
、
順
次
、
各
朗
詠
譜
本
に
採
 
 

ら
れ
、
『
朗
詠
集
』
に
出
る
詞
章
に
伍
し
て
実
際
の
朗
詠
に
も
用
い
ら
れ
た
。
 
 

そ
の
多
く
は
、
『
本
朝
文
枠
』
・
『
白
氏
文
集
』
等
、
『
朗
詠
集
』
 
の
主
要
な
 
 

典
拠
で
あ
る
文
献
に
載
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
典
拠
未
詳
の
句
も
少
な
く
は
 
 

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
 
「
朗
詠
」
が
、
『
朗
詠
集
』
の
枠
を
越
え
て
、
 
 

更
に
適
切
な
佳
句
を
博
捜
し
、
こ
れ
を
取
り
込
む
柔
軟
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
 
 

を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

で
は
、
こ
れ
ら
の
詞
章
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
 
「
朗
詠
曲
」
と
し
て
扱
 
 

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
各
朗
詠
譜
本
の
あ
り
 
 

方
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

本
稿
で
私
は
、
こ
れ
ら
十
曲
の
 
「
朗
詠
曲
」
を
、
朗
詠
譜
本
ご
と
に
調
査
し
、
 
 

そ
の
扱
わ
れ
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
更
に
、
各
朗
詠
語
本
の
性
格
に
 
 

つ
い
て
も
考
案
を
加
え
る
こ
と
に
L
た
い
。
 
 

一
、
【
朗
臥
雲
抄
 
囲
空
木
』
 
 
 

『
朗
詠
要
抄
 
困
空
本
』
芸
は
、
現
存
最
古
の
藤
家
朗
詠
諸
本
て
あ
る
。
収
 
 

載
曲
数
は
四
十
一
曲
と
主
要
譜
本
中
島
も
少
な
い
が
、
秘
曲
と
さ
れ
る
曲
が
多
 
 

く
、
藤
家
朗
詠
伝
授
の
深
奥
を
伝
え
る
、
極
め
て
重
要
な
譜
本
で
あ
る
。
 
 
 

同
譜
は
、
前
半
三
十
五
曲
・
後
半
六
曲
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
奥
書
を
 
 

有
す
る
。
 
 
 

○
前
半
奥
書
 
 

本
云
貫
菖
第
四
天
 
二
二
三
l
〓
壬
辰
卯
月
廿
七
日
、
於
常
州
筑
波
山
麓
 
 

所
詠
之
秘
曲
、
依
其
志
不
浅
、
皆
授
之
了
。
栄
質
在
判
 
 
 

○
後
半
奥
書
 
 

本
云
文
永
二
年
 
〓
二
六
五
〕
乙
丑
十
一
月
十
一
日
、
秘
事
朗
詠
、
悉
以
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l  
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【
表
1
】
 
「
朗
詠
譜
本
」
 
の
 
『
朗
詠
集
』
集
外
句
一
覧
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奉
席
蒙
愉
大
徳
了
。
桑
門
心
空
在
判
 
 

延
慶
二
年
 
〔
一
三
〇
九
〕
己
酉
八
月
十
三
日
、
朗
詠
秘
事
、
不
残
一
曲
、
 
 

悉
以
奉
席
晋
一
大
徳
畢
。
囲
空
 
（
花
押
）
 
 
 

す
な
わ
ち
同
譜
は
、
藤
原
草
道
 
（
一
一
六
六
～
一
二
三
七
）
 
の
弟
子
、
全
王
 
 

助
栄
覧
 
（
藤
原
光
成
四
代
商
）
 
に
よ
り
纏
め
ら
れ
、
後
に
六
首
を
増
補
し
て
、
 
 

散
在
上
人
心
空
妻
愉
大
穂
因
空
－
普
一
大
徳
へ
と
相
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

同
語
は
、
『
和
漢
朗
詠
葉
』
か
ら
t
一
十
七
首
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
か
ら
十
首
 
 

の
詞
章
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
次
に
掲
げ
る
四
首
は
、
両
『
朗
詠
集
』
 
に
 
 

見
え
な
い
。
 
 
 

①
澄
 
（
チ
ョ
ウ
）
 
々
ト
ン
チ
ア
マ
ネ
ク
テ
ラ
ス
・
禁
庭
 
（
キ
ム
テ
イ
）
 
ノ
ク
 
 

サ
ン
モ
ヲ
イ
ク
ー
ク
・
酷
（
ナ
ウ
）
 
々
ト
シ
テ
ナ
ー
メ
ニ
ン
ツ
ム
・
御
屑
 
 

（
ギ
ヨ
コ
ウ
）
 
ノ
ミ
ツ
タ
マ
ヲ
フ
ク
ム
 
（
メ
リ
）
 
（
月
 
1
2
番
）
 
 
 

②
セ
イ
タ
イ
マ
ユ
カ
イ
テ
マ
ユ
ホ
ソ
ク
ナ
カ
シ
・
ウ
ト
キ
ヒ
ト
ニ
ハ
ミ
エ
マ
 
 

ウ
シ
・
ミ
エ
テ
ノ
ヽ
チ
ニ
ハ
 
ワ
ラ
ウ
ラ
ム
・
テ
ン
ホ
ウ
ノ
ス
エ
ノ
ト
シ
イ
 
 

マ
ヤ
ウ
ス
カ
タ
ナ
レ
ハ
 
（
上
陽
人
 
2
5
番
）
 
 
 

③
功
徳
 
（
ク
ド
ク
）
 
ハ
ヤ
シ
ヲ
ナ
ス
・
ア
マ
ネ
ク
恵
花
 
（
エ
ク
エ
）
 
ヲ
四
生
 
 

ノ
意
樹
（
イ
ジ
ユ
）
ニ
ヒ
ラ
キ
・
菩
 
（
ホ
）
提
タ
ネ
ヲ
ワ
カ
ツ
・
マ
サ
ニ
 
 

甘
 
（
カ
ム
）
露
ヲ
六
確
ノ
身
田
 
（
シ
デ
ン
）
ニ
ソ
ー
ク
 
（
悌
力
 
2
8
番
）
 
 
 

⑥
鳳
凰
駕
篭
（
ホ
ウ
ク
ワ
ウ
エ
ン
ア
ウ
）
 
ハ
・
ヲ
ノ
ッ
カ
ラ
和
唱
（
ク
ワ
メ
 
 

イ
）
 
ノ
コ
ヱ
ヲ
ソ
ヘ
・
ソ
ウ
ク
ワ
嘩
ホ
ク
ハ
ー
ソ
ラ
ニ
伶
龍
（
レ
イ
リ
ヨ
 
 

ウ
）
 
ノ
ヒ
ヽ
キ
ヲ
ヽ
ク
ル
 
（
比
巴
錯
 
序
云
 
2
9
番
）
 
 
 

ま
ず
「
昏
々
と
し
て
遍
く
照
ら
す
」
は
、
『
本
朝
文
粋
』
 
呈
巷
八
に
見
え
る
、
 
 

絶
島
谷
雄
 
（
八
四
五
～
九
一
二
）
 
の
書
い
た
詩
序
の
∪
部
で
あ
る
。
 
 

八
月
十
五
夜
者
、
天
之
秋
、
月
之
望
也
。
更
閑
人
定
、
雲
辞
月
明
。
ボ
ニ
 
 
 

埠
中
、
無
腹
掛
此
ダ
之
拝
、
／
干
常
室
外
′
¶
、
各
軍
奇
襲
丑
尭
．
。
況
復
思
感
於
 
 

秋
、
心
疑
不
夜
。
遭
遼
遠
照
、
禁
庭
之
草
戴
霜
、
暁
餃
斜
沈
、
御
閻
烈
利
 
 
 

剣
丑
。
干
時
高
天
早
暁
、
繋
漏
頻
移
。
憐
秋
夜
之
可
憐
、
玩
情
景
之
可
玩
。
 
 

更
及
盃
無
算
、
令
叙
事
大
綱
。
臣
不
勝
恩
酌
之
童
、
己
罵
酔
郷
之
人
。
恐
 
 

封
明
月
之
嘩
、
以
述
暗
晒
之
結
、
云
爾
。
 
 

（
詩
序
一
八
月
十
五
夜
同
賦
天
高
秋
月
明
各
分
一
字
、
応
製
探
得
水
字
）
 
 
 

こ
の
詩
序
の
善
か
れ
た
時
期
は
明
白
で
な
い
が
、
『
本
朝
文
粋
』
で
は
、
直
 
 

後
に
同
人
の
 
「
八
月
十
五
夜
、
障
菅
師
匠
望
月
亭
」
 
の
詩
序
が
あ
り
、
少
な
く
 
 

と
も
菅
原
道
真
の
左
遷
（
九
〇
こ
以
前
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
詩
序
か
ら
は
、
早
く
『
和
漢
朗
詠
集
』
 
吉
に
次
の
句
が
採
ら
れ
て
い
る
。
 
 

十
二
廻
中
 
無
勝
於
此
夕
之
好
 
子
万
里
外
 
各
争
吉
家
之
光
 
 

（
十
五
夜
 
二
四
四
番
）
 
 
 

こ
の
句
は
、
『
朗
詠
要
抄
 
円
蝶
本
』
以
下
五
本
の
朗
詠
譜
本
に
見
え
る
ほ
 
 

か
、
『
唯
心
房
集
』
 
の
今
様
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
八
月
十
五
夜
の
秀
句
と
 
 

し
て
頗
る
著
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
く
「
憧
遭
遍
照
」
の
部
分
が
、
朗
詠
曲
 
 

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
不
自
然
で
な
い
。
 
 
 

「
痘
々
と
し
て
届
く
照
ら
す
」
 
は
、
月
の
く
ま
な
く
照
る
さ
ま
を
霜
や
玉
に
 
 

喩
え
た
句
で
、
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
後
崇
光
院
本
』
、
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
流
 
 

布
本
』
、
『
隕
明
文
庫
朗
詠
諾
』
に
も
そ
れ
ぞ
れ
「
月
」
の
題
で
収
め
ら
れ
て
 
 

い
る
。
特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
曲
が
、
囲
空
木
の
成
立
以
前
、
蘇
原
草
 
 

道
の
子
孝
時
 
（
一
一
九
〇
～
一
二
」
ハ
」
ハ
）
 
に
よ
っ
て
朗
詠
さ
れ
、
し
か
も
当
時
 
 

既
に
独
特
の
唱
法
を
伴
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
 
 
 

○
建
保
六
年
（
山
一
〓
八
）
 
六
月
〓
ハ
日
 
【
順
徳
院
内
裏
御
舟
楽
】
 
 

そ
の
硬
は
孝
時
は
大
鼓
に
て
侍
り
き
＝
‥
又
孝
時
朗
詠
つ
か
ま
つ
る
ぺ
き
 
 

よ
し
別
勅
あ
り
。
座
上
を
守
て
し
ば
ら
く
か
た
め
た
り
け
れ
ど
も
、
勤
定
 
 

度
々
に
な
り
け
れ
ば
、
う
ち
し
は
ぷ
き
て
、
「
召
¶
」
叫
劃
吋
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～
め
に
う
か
む
」
と
詠
じ
た
り
け
れ
ば
、
つ
ぎ
の
あ
し
た
弘
御
所
に
め
し
 
 

あ
り
て
、
こ
の
事
勅
間
に
あ
づ
か
る
。
皐
出
頭
引
恕
ノ
呵
郵
時
よ
が
七
1
ポ
 
 

れ
む
′
曙
笥
右
む
ノ
句
句
句
皐
じ
重
け
り
 
 

（
『
文
机
談
』
 
邑
第
四
冊
 
孝
時
詠
曲
事
）
 
 
 

こ
の
、
舟
楽
の
際
「
硬
旺
斜
沈
」
 
の
 
「
沈
」
 
の
字
を
忌
ん
で
 
「
浮
か
ぶ
」
と
 
 

読
み
替
え
る
唱
法
は
、
園
空
本
以
後
の
諸
本
に
も
、
全
て
注
記
さ
れ
た
。
 
 
 

○
此
字
乗
ロ
ロ
〔
揮
卜
可
□
（
後
崇
光
院
本
ヲ
）
 
 
 

○
沈
之
字
乗
船
之
時
浮
卜
詠
之
 
於
禁
中
可
詠
之
（
流
布
本
五
）
 
 
 

○
禁
中
ニ
チ
ハ
斜
二
ウ
カ
フ
ト
可
詠
卜
人
道
殿
之
仰
也
云
々
 
（
陽
明
本
宮
）
 
 
 

『
隕
明
文
庫
朗
詠
譜
』
 
の
注
記
に
見
え
る
 
「
入
道
殿
」
 
は
、
妙
音
院
大
相
国
 
 

入
道
藤
原
師
長
 
（
一
〓
二
八
～
一
一
九
二
）
 
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
 
 

こ
の
説
は
、
師
長
か
ら
そ
の
弟
子
で
あ
る
草
道
、
孝
時
へ
と
相
承
さ
れ
た
の
で
 
 

あ
る
。
編
者
栄
賢
は
、
そ
う
し
た
事
情
を
承
知
し
た
上
で
、
こ
の
曲
を
囲
空
木
 
 

に
収
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

な
お
、
同
語
で
は
第
二
句
に
 
「
シ
モ
ヲ
イ
ク
ー
ク
」
 
の
訓
が
あ
る
が
、
以
後
 
 

の
朗
詠
譜
本
で
は
全
て
 
「
霜
を
戴
き
」
と
、
連
用
形
で
読
む
習
い
で
あ
っ
た
。
 
 
 

次
に
、
「
青
黛
眉
か
い
て
」
は
、
『
白
氏
文
集
』
置
巻
三
、
新
楽
府
「
上
陽
 
 

白
髪
人
」
 
に
見
え
る
句
で
あ
る
。
 
 

〔
前
略
〕
粥
嘩
畏
↓
｛
礪
萄
弼
郡
元
頑
唄
当
別
耽
魂
嘘
覇
J
耶
熊
崎
両
 
 

町
賓
撃
。
春
日
遅
、
日
蓮
塙
坐
天
難
暮
。
宮
鴬
首
唱
愁
廠
聞
、
棄
燕
華
栖
 
 

老
休
拓
。
膏
帰
燕
去
長
偶
然
、
春
往
秋
来
不
記
年
。
唯
同
課
宮
望
明
月
、
 
 

東
西
四
五
百
廻
圃
。
今
日
宮
中
年
最
老
、
大
家
造
賜
尚
書
号
。
小
頭
採
層
 
 
 

窄
衣
裳
、
矧
蘭
画
画
風
紬
惑
。
 

上
陽
人
、
苦
最
多
。
少
亦
苦
、
老
亦
苦
、
少
苦
老
苦
南
如
何
。
君
不
見
昔
 
 

く
照
す
」
と
ぞ
詠
ぜ
ら
れ
け
る
。
こ
の
三
の
く
、
「
け
う
′
1
と
し
て
な
 
 

時
呂
尚
美
人
臆
、
又
不
見
今
日
上
陽
白
髪
歌
。
 
 
 

「
上
陽
白
髪
人
」
は
、
唐
の
天
章
年
中
（
七
四
二
～
七
五
六
）
、
揚
貴
妃
の
 
 

妬
み
か
ら
上
陽
宮
に
配
せ
ら
れ
た
美
女
の
悲
劇
を
諷
し
た
白
詩
で
あ
り
、
「
上
 
 

陽
人
」
 
の
名
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
 
に
も
、
 
 

秋
夜
長
 
夜
長
無
眠
天
不
明
 
耽
々
確
燈
背
壁
影
 
粛
々
時
雨
打
悪
賢
 
 

（
秋
晩
一
二
二
三
番
 
上
陽
人
／
『
千
載
佳
句
』
両
夜
に
も
出
）
 
 

の
句
が
採
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
 
『
源
氏
物
語
』
 
琶
幻
に
、
 
 

「
窓
を
打
つ
芦
」
な
ど
、
め
づ
ら
し
か
ら
ぬ
古
言
を
、
う
ち
謂
じ
た
ま
へ
 
 

る
も
、
を
り
か
ら
に
や
、
妹
が
垣
根
に
お
と
な
は
せ
ま
ほ
し
き
御
声
な
り
。
 
 

の
よ
う
に
引
か
れ
、
そ
の
浸
透
ぶ
り
を
窺
わ
せ
る
。
 
 
 

「
青
黛
眉
か
い
て
」
は
、
こ
れ
に
続
き
、
既
に
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
、
天
宝
 
 

年
間
流
行
の
化
粧
を
続
け
る
富
女
の
姿
巷
描
い
た
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
 
 

の
句
は
以
後
の
朗
詠
譜
本
に
全
く
見
え
ず
、
ま
た
朗
詠
曲
と
し
て
も
顆
る
異
例
 
 

の
点
が
多
い
。
 
 
 

ま
ず
、
囲
空
木
で
は
こ
れ
を
、
訓
読
上
四
句
に
分
け
て
い
る
が
、
原
文
は
七
 
 

言
の
詩
句
三
句
で
あ
る
。
 
 
 

・
セ
イ
タ
イ
マ
ユ
カ
イ
テ
マ
ユ
ホ
ソ
ク
ナ
カ
シ
 
 

青
黛
重
層
眉
細
長
 
 

・
ウ
ト
キ
ヒ
ト
ニ
ハ
ミ
ュ
マ
ウ
シ
 
 

珊
人
l
不
見
 
 
 

●
ミ
エ
テ
ノ
＼
チ
ニ
ハ
ワ
ラ
ウ
ラ
ム
 
 

風
勢
 
 
 

・
テ
ン
ホ
ウ
ノ
ス
エ
ノ
ト
シ
イ
マ
ヤ
ウ
ス
カ
タ
ナ
レ
ハ
 
天
輩
末
年
時
世
提
 
 
 

朗
詠
曲
の
詞
章
に
は
、
二
句
、
四
句
、
」
ハ
句
の
も
の
か
あ
る
が
、
三
句
構
成
 
 

の
も
の
は
他
に
全
く
例
が
な
い
。
特
に
 
「
青
黛
‥
‥
」
の
部
分
は
、
原
文
で
は
 
 

直
前
の
 
「
小
頭
梶
尾
窄
衣
裳
」
と
対
句
に
な
っ
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
四
句
構
 
 

成
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
詩
文
自
体
の
構
成
よ
り
も
、
 
 

訓
読
を
優
先
さ
せ
た
特
異
な
朗
詠
曲
な
の
で
あ
る
。
 
 
 



ーユ5－「郎詠集」に見えない郎詠曲   

ま
た
、
読
み
方
の
上
で
も
、
「
外
人
」
を
「
う
と
き
ひ
と
」
、
「
時
世
粧
」
 
 

を
 
「
い
ま
や
う
す
が
た
」
と
す
る
な
ど
、
他
の
朗
詠
曲
に
比
べ
、
直
読
を
避
け
 
 

和
訓
に
拠
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
和
訓
ほ
、
既
に
天
永
四
年
 
 

（
一
山
一
三
）
点
の
 
『
神
田
本
白
氏
文
集
』
巷
三
富
に
も
、
 
 

外
人
＝
う
と
き
ひ
と
 
 

時
世
粧
＝
し
せ
い
さ
う
な
れ
は
・
ふ
る
め
き
す
か
た
な
れ
は
■
そ
の
か
み
 
 

す
か
た
な
れ
は
・
い
ま
や
う
す
か
た
な
れ
は
 
（
原
漢
文
及
び
片
仮
名
）
 
 

の
よ
う
に
見
え
て
お
り
、
同
時
代
に
工
夫
さ
れ
た
訓
法
を
採
り
入
れ
て
い
る
こ
 
 

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
第
二
句
「
見
え
ま
う
し
」
 
の
 
「
ま
う
L
」
 
は
 
「
ま
は
し
」
 
 

の
対
 
（
ま
重
し
）
 
で
、
平
安
中
期
以
後
の
特
殊
な
語
法
で
あ
り
、
従
来
「
終
止
 
 

形
の
例
は
見
当
た
ら
な
い
」
 
（
 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
 
）
 
と
き
れ
て
き
た
。
従
 
 

っ
て
こ
れ
は
 
「
ま
う
し
」
か
終
止
形
で
用
い
ら
れ
た
唯
一
の
例
と
い
う
こ
と
に
 
 

な
り
、
国
語
学
的
に
も
注
目
に
値
す
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
異
例
の
朗
詠
曲
を
定
め
た
の
は
、
前
出
の
妙
音
院
大
相
国
師
長
 
 

で
あ
っ
た
。
因
空
木
に
は
、
こ
の
曲
、
お
よ
び
次
に
位
置
す
る
、
 
 

ハ
ナ
ノ
モ
ト
ニ
テ
カ
ヘ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
ワ
ス
ル
ー
ハ
・
ヒ
ケ
イ
ニ
ヨ
テ
ナ
リ
 
 

・
ソ
ン
ノ
マ
ヘ
ニ
ヱ
ヒ
ヲ
ス
ゝ
ム
ル
ハ
 
■
 
コ
レ
ハ
ル
ノ
カ
セ
 
 

（
2
2
番
 
春
興
 
本
／
『
和
漢
朗
詠
集
』
春
興
一
八
番
）
 
 

の
曲
に
つ
い
て
、
 
 

己
上
二
句
、
白
妙
書
院
殿
、
天
王
寺
松
四
郎
憧
給
所
也
。
自
四
郎
、
昇
蓮
 
 

博
之
 
（
 
『
吉
野
吉
水
院
葉
書
』
 
に
も
出
）
 
 

と
い
う
注
記
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
師
長
か
ら
、
天
王
寺
松
四
郎
昇
 
 

蓮
へ
と
伝
え
ら
れ
た
秘
曲
な
の
て
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、
『
教
訓
抄
』
 
買
 
 

巻
四
、
採
桑
老
集
に
出
る
「
天
王
寺
舞
人
薗
四
郎
公
広
」
と
同
一
人
か
と
考
え
 
 

ら
れ
る
が
、
そ
の
伝
は
未
詳
で
あ
り
、
頼
家
の
相
承
系
図
に
も
見
え
な
い
。
つ
 
 

ま
り
こ
れ
は
、
藤
家
の
正
統
的
な
伝
承
曲
で
は
な
く
、
師
長
個
人
が
、
私
的
に
 
 

天
王
寺
罪
人
へ
と
伝
授
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

師
長
は
「
朗
詠
二
百
十
首
」
謀
を
定
め
た
と
さ
れ
る
朗
詠
の
大
成
者
で
あ
る
 
 

が
、
自
身
で
も
多
く
の
曲
を
作
曲
し
た
ら
し
く
、
特
に
、
 
 

江
朝
嗣
（
八
八
六
～
九
五
七
）
 
の
書
い
た
願
文
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
、
 
 

」
ハ
句
ノ
朗
詠
ハ
妙
音
院
殿
詠
ジ
ハ
ジ
メ
玉
ヘ
リ
 
（
『
吉
野
吉
水
院
楽
音
』
 
 

琶
）
 
 

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
中
に
は
従
来
に
は
な
か
っ
た
」
ハ
句
構
成
の
朗
詠
曲
 
 

缶
も
含
ま
れ
て
い
た
。
「
青
黛
届
か
い
て
」
と
い
う
特
異
な
朗
詠
曲
も
、
そ
う
 
 

し
た
師
長
の
多
彩
な
作
曲
活
動
の
〓
瑞
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
同
語
に
収
め
 
 

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
、
「
功
徳
林
を
な
す
」
は
、
天
暦
八
年
 
（
九
五
四
）
 
三
月
二
十
日
、
大
 
 

『
本
朝
文
粋
』
巻
十
四
に
見
え
る
。
 
 

〔
前
略
〕
 
方
今
、
併
云
揮
云
、
空
留
何
益
。
今
此
之
所
講
、
趣
異
誠
同
。
 
 

去
年
初
心
、
只
契
延
齢
之
始
。
今
朝
新
聾
、
欲
聞
出
世
之
門
。
紙
筆
悪
業
、
 
 

奉
朝
山
陵
。
聴
婆
婆
遺
哀
、
縦
屑
千
行
於
眼
下
、
眞
如
新
飾
、
定
現
萬
宇
 
 

於
胸
前
。
仰
願
鷲
頭
雲
帯
、
鶏
足
山
間
、
無
上
世
専
、
高
迫
妙
覚
之
座
、
 
 

摩
河
迦
薫
、
臨
奉
附
囁
之
衣
。
然
後
功
徳
成
杯
、
普
闘
志
花
於
四
生
之
意
 
 
 

樹
函
晶
矧
叫
苅
幽
剋
身
郵
。
後
塵
既
慄
、
彿
心
唯
頗
。
 
 

本
志
無
遂
、
朕
恨
云
何
。
三
世
十
方
、
共
垂
謹
明
。
稽
首
和
南
、
敬
白
。
 
 

天
暦
八
年
三
月
二
十
日
 
 （

願
文
下
 
村
上
天
皇
焉
母
后
四
十
九
日
御
願
文
）
 
 
 

右
の
願
文
は
、
同
年
一
月
四
冒
に
没
し
た
村
上
天
皇
の
母
后
、
藤
原
桂
子
の
 
 

四
十
九
日
法
要
の
も
の
で
あ
る
。
「
功
徳
成
林
」
以
下
は
、
こ
の
法
会
の
功
徳
 
 

が
、
あ
ま
ね
く
六
趣
の
衆
生
に
及
ぶ
こ
と
を
祈
念
し
た
句
で
あ
り
、
『
朗
詠
要
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菓
』
 
（
山
寺
）
、
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
円
球
春
』
 
（
追
捕
）
、
『
隔
明
文
庫
朗
 
 

詠
譜
』
 
（
雑
）
 
に
そ
れ
ぞ
れ
採
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
曲
に
は
、
当
初
か
ら
「
作
曲
者
」
 
に
関
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
。
 
 
 

○
此
句
ハ
、
依
別
室
仰
、
孝
道
朝
臣
始
付
博
士
云
々
 
（
囲
空
木
）
 
 
 

O
「
功
徳
林
ヲ
ナ
ス
」
 
ヲ
ハ
ジ
メ
テ
、
五
首
バ
カ
リ
ハ
、
北
院
御
室
ノ
仰
ニ
 
 

ヨ
テ
、
木
工
入
道
博
士
ヲ
ツ
ク
 
（
『
吉
野
吉
水
院
葉
書
』
）
 
 
 

○
妙
音
院
作
（
『
朗
詠
雲
集
』
－
r
■
）
 
 
 

す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
北
院
御
宝
守
覚
法
親
王
 
（
一
一
五
〇
～
一
二
〇
二
）
 
の
 
 

命
に
よ
っ
て
、
藤
原
草
道
が
作
曲
し
た
も
の
、
ま
た
は
藤
原
師
長
の
曲
と
し
て
 
 

庄
目
き
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
草
道
の
曲
の
確
例
と
L
て
は
、
同
語
に
、
 
 

ハ
ク
シ
ユ
（
白
首
）
ニ
ノ
ソ
ム
テ
ハ
シ
メ
テ
シ
ル
・
ウ
ラ
ム
ラ
グ
ハ
ガ
ウ
 
 

ハ
バ
ン
リ
ノ
ホ
カ
ニ
ヘ
タ
テ
ム
コ
ト
ヲ
・
玄
躍
 
（
ク
エ
ン
シ
ョ
ウ
）
 
ヲ
了
 
 

ウ
イ
テ
ハ
ル
カ
ニ
チ
キ
ル
・
願
 
（
ネ
カ
ハ
ク
）
 
ハ
ヒ
サ
ヲ
龍
花
 
（
ウ
ク
エ
）
 
 

三
舎
（
ム
エ
）
 
ノ
ア
シ
タ
ニ
チ
カ
ツ
カ
ム
 
（
ケ
ン
コ
ト
ヲ
ト
モ
）
圃
旬
劃
、
 
 

依
御
室
仰
、
森
 
（
木
エ
カ
）
 
人
道
付
博
士
也
 
 

（
1
9
番
 
秘
／
『
新
撰
朗
詠
集
』
邑
交
友
 
六
八
六
番
 
大
江
匡
衡
）
 
 

が
あ
り
、
師
長
同
様
、
白
身
で
も
作
曲
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
 
 

こ
れ
は
、
師
長
・
草
道
師
弟
の
そ
う
L
た
活
動
の
中
で
生
ま
れ
た
、
代
表
的
な
 
 

朗
詠
曲
と
し
て
同
語
に
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
曲
は
、
後
の
朗
詠
譜
本
で
も
、
『
朗
詠
集
』
外
の
新
曲
と
し
て
特
別
に
 
 

扱
わ
れ
た
ら
し
い
。
例
え
ば
『
朗
詠
要
抄
 
円
疎
本
』
一
け
は
、
こ
の
曲
を
巻
末
 
 

の
 
「
此
朗
詠
三
首
以
別
本
書
人
也
云
々
」
と
注
し
た
別
紙
に
記
し
て
い
る
。
ま
 
 

た
『
朗
詠
要
稟
』
の
 
「
妙
音
院
作
」
は
、
同
語
に
お
け
る
た
た
一
つ
の
注
記
で
 
 

あ
る
。
更
に
 
『
闇
明
文
庫
朗
詠
譜
』
ら
、
「
雑
」
部
の
末
に
二
け
空
格
を
あ
け
 
 

て
「
功
徳
杯
を
な
す
」
 
「
風
香
詞
の
中
に
は
」
 
「
鳳
凰
鴛
駕
は
」
 
の
集
外
三
曲
 
 

ム
ト
覚
ク
リ
。
サ
ピ
ン
キ
棺
ナ
レ
ド
モ
、
雷
花
啄
木
ハ
昭
二
玲
甥
ノ
響
ヲ
 
 

租
山
 
（
師
島
尾
張
国
へ
披
流
給
寄
付
師
長
熱
田
二
参
給
事
／
『
長
門
本
平
 
 

家
物
語
』
巻
七
 
太
政
大
臣
師
長
赴
配
所
給
事
■
 
『
原
平
盛
衰
記
』
巻
一
 
 

二
 
師
長
熱
田
の
社
琵
琶
の
辛
に
も
出
）
 
 
 

右
は
、
所
謂
「
大
臣
流
罪
」
 
の
章
段
で
、
治
承
三
年
 
（
一
一
七
九
）
、
藤
原
 
 

師
長
か
尾
張
国
に
流
さ
れ
た
際
の
逸
話
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
師
長
か
同
 
 

国
宮
路
山
で
茸
琶
を
弾
じ
て
い
る
部
分
の
描
写
で
あ
る
が
、
こ
の
行
文
に
は
 
「
 
 

葺
琶
引
」
や
「
五
絃
弾
」
 
（
い
ず
れ
も
白
楽
天
）
な
と
、
琵
琶
に
関
す
る
著
名
 
 

な
詩
文
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
 
「
鳳
凰
鴛
鷺
は
」
も
、
こ
れ
 
 

ら
と
同
様
に
、
琵
琶
の
句
と
し
て
当
時
周
知
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
こ
の
句
が
妙
音
院
師
長
の
逸
話
に
用
い
ら
れ
た
点
は
注
意
さ
れ
、
後
 
 
 

巷
並
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
曲
は
、
作
曲
者
が
明
確
に
知
ら
れ
、
し
か
も
 
 

『
朗
詠
集
』
に
な
い
詞
章
を
用
い
た
典
型
的
な
曲
と
L
て
、
後
万
ま
で
意
識
さ
 
 

れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
囲
空
本
は
、
最
終
句
を
 
「
六
種
ノ
身
田
二
ソ
ー
ク
」
と
す
る
か
、
以
 
 

後
の
譜
本
で
は
全
て
、
「
六
趣
の
心
田
に
そ
そ
釧
叫
」
と
読
ん
で
い
る
。
 
 
 

最
後
に
、
「
鳳
風
鴛
薫
は
」
は
、
困
空
木
の
出
典
注
記
に
 
「
比
巴
報
 
序
云
」
 
 

と
あ
る
も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
典
拠
は
確
認
で
き
な
い
。
但
し
、
菅
野
 
 

扶
美
詔
氏
が
既
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
延
慶
二
二
二
年
 
（
一
三
〇
九
 
 

一
三
一
〇
）
 
の
奥
書
を
持
つ
 
『
延
覆
本
平
家
物
語
』
n
第
二
本
以
下
、
広
本
 
 

系
『
平
家
』
の
諸
本
に
、
こ
の
句
に
拠
っ
た
と
見
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
。
 
 

第
一
第
二
ノ
絃
ハ
索
々
ク
リ
。
春
ノ
鷲
問
関
ト
ン
テ
、
花
ノ
底
ニ
ナ
メ
ラ
 
 

カ
ナ
リ
。
第
三
第
四
ノ
絃
ノ
声
ハ
耗
々
ク
リ
。
寒
泉
幽
咽
シ
テ
、
氷
ノ
下
 
 

二
難
ナ
ヅ
マ
ン
。
大
蝶
小
蝶
ノ
宝
鑑
こ
落
ル
昔
、
金
桂
ノ
ア
ヤ
ツ
リ
、
鳳
 
 

風
鴛
薫
ノ
和
唱
ノ
之
声
ヲ
不
 
 
ト
云
ト
モ
、
事
ノ
騨
、
山
神
感
ヲ
垂
給
ラ
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述
の
 
「
風
香
調
の
中
に
は
」
と
同
し
く
、
こ
れ
は
師
長
自
身
の
朗
詠
曲
で
も
あ
 
 

っ
た
可
能
性
か
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
因
空
木
へ
の
収
録
は
白
戯
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

「
鳳
風
鴛
薫
は
」
は
、
琵
琶
の
昔
の
美
し
さ
に
花
鳥
が
声
を
添
え
る
さ
ま
を
 
 

描
い
た
句
で
、
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
後
崇
光
院
本
』
 
（
管
絃
）
、
『
朗
詠
九
十
 
 

首
抄
 
流
布
本
』
 
（
追
柿
）
、
『
隕
明
文
庫
朗
詠
譜
』
 
（
雑
）
、
お
よ
ぴ
 
『
音
 
 

禁
講
式
』
 
（
二
、
讃
H
比
琶
徳
）
 
草
阜
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
典
拠
 
 

は
早
く
か
ら
不
明
で
あ
二
ノ
た
ら
し
く
、
詳
細
な
出
典
注
記
を
持
つ
 
『
朗
詠
九
十
 
 

菖
抄
 
後
崇
光
院
本
』
 
に
も
こ
の
句
へ
の
注
は
な
い
。
ま
た
同
曲
は
、
『
朗
詠
 
 

九
十
首
沙
 
流
布
本
』
 
で
は
、
 
 

山
遠
シ
テ
ハ
空
行
客
／
跡
ヲ
ウ
ツ
ム
 
∴
松
寒
シ
テ
ハ
風
旅
人
ノ
夢
ヲ
ヤ
フ
 
 

ル
 
（
1
2
6
番
／
『
和
漢
朗
詠
集
』
雲
 
四
〇
四
番
）
 
 

と
共
に
、
「
不
載
漁
藤
両
家
譜
朗
詠
一
の
句
と
さ
れ
、
『
陽
明
文
庫
朗
詠
譜
』
 
 

で
は
、
「
維
」
部
の
集
郊
曲
の
最
後
に
置
か
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
や
は
り
同
曲
 
 

の
典
拠
か
確
か
で
な
い
こ
と
か
影
響
し
て
い
よ
う
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
『
朗
詠
要
抄
 
囲
空
本
』
 
に
載
る
 
『
朗
詠
集
』
外
の
朗
詠
 
 

曲
は
、
編
者
宋
賢
ら
の
師
匠
萌
に
当
た
る
藤
原
師
島
や
草
道
の
作
曲
・
相
承
し
 
 

た
、
藤
家
の
秘
曲
と
称
す
べ
き
も
の
か
多
く
、
操
の
朗
詠
譜
本
に
お
い
て
も
、
 
 

特
別
に
扱
わ
れ
た
こ
と
か
わ
か
る
。
 
 

二
、
r
朋
蛛
要
抄
 
円
珠
本
』
 
 
 

『
朗
詠
要
抄
 
円
珠
本
』
は
、
大
原
三
千
院
・
来
迎
院
に
伝
わ
る
藤
家
の
朗
 
 

詠
譜
本
て
、
『
囲
空
木
』
 
に
次
ぐ
古
さ
を
持
つ
。
収
載
曲
数
は
九
十
三
曲
で
あ
 
 

る
が
、
原
形
は
九
十
曲
 
（
三
曲
は
巻
末
増
補
）
 
で
あ
り
、
藤
家
の
所
謂
「
朗
詠
 
 

九
十
首
」
斥
－
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
後
の
 
「
九
十
首
抄
」
本
の
祖
本
と
見
な
 
 

さ
れ
る
。
『
囲
空
木
』
と
の
共
通
曲
は
十
二
曲
に
退
き
ず
、
特
殊
な
秘
曲
よ
り
 
 

も
、
「
臨
時
客
」
等
の
公
宴
で
の
常
用
曲
を
中
心
に
収
め
た
実
用
的
な
譜
本
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

同
語
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
、
前
出
の
法
探
坊
藤
原
章
時
〓
二
六
六
年
没
）
 
 

所
持
の
本
を
、
魚
山
声
明
の
相
承
者
、
車
間
坊
円
喋
が
書
写
L
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

○
鹿
本
玉
音
博
士
奥
書
云
 
 

弘
安
十
年
 
〓
二
八
七
〕
 
五
月
十
八
目
、
以
癌
探
房
本
書
之
畢
 
円
妹
 
 
 

○
同
年
同
月
廿
七
、
八
両
日
、
付
博
士
畢
。
低
木
ハ
只
博
士
也
云
々
 
円
珠
 
 
 

○
同
年
六
月
一
日
、
二
日
之
問
、
於
今
出
川
宿
所
、
奉
傍
受
畢
。
此
本
尤
可
 
 

秘
也
云
々
 
円
珠
 
 
 

す
な
わ
ち
同
譜
は
、
妙
音
院
師
長
草
道
孝
時
と
続
く
藤
家
朗
詠
の
正
統
 
 

を
伝
え
る
譜
と
考
え
ら
れ
、
秘
曲
中
心
の
 
『
囲
空
木
』
と
相
補
う
形
で
、
同
家
 
 

朗
詠
譜
の
根
幹
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
 
 
 

同
譜
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
七
十
四
首
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
か
ら
十
六
 
 

首
の
句
を
採
る
が
、
巻
末
増
補
の
部
分
に
、
孝
時
の
父
草
道
の
曲
と
さ
れ
る
③
 
 

「
功
徳
林
を
な
す
」
が
あ
る
ほ
か
、
次
の
二
首
が
 
『
朗
詠
集
』
 
に
見
え
な
い
。
 
 
 

⑤
桂
帽
（
ケ
イ
シ
ヨ
）
蘭
（
ラ
ン
）
肴
、
昌
泰
（
シ
ヤ
ウ
タ
イ
）
 
ノ
昔
 
（
ム
 
 

カ
シ
）
 
ノ
味
 
（
ア
チ
ワ
ヒ
）
ニ
異
 
（
コ
ト
）
 
ナ
ラ
爪
、
烏
（
ト
リ
）
 
ノ
聾
 
 

（
コ
エ
）
花
 
（
ハ
ナ
ノ
）
 
イ
ロ
、
晒
 
へ
ナ
ヲ
）
 
延
長
ノ
古
風
ニ
オ
ナ
シ
 
（
 
 

a
9
番
 
公
宴
）
 
 
 

⑥
斐
態
 
（
ヘ
ン
タ
イ
）
嶺
耕
 
（
ヒ
ン
フ
ン
）
 
ク
リ
、
神
（
シ
ン
）
 
ナ
リ
亦
 
（
 
 

マ
タ
）
神
（
シ
ン
）
 
ナ
リ
、
新
聾
 
（
シ
セ
イ
）
妖
精
（
工
ン
テ
）
 
ス
、
夢
 
 

力
夢
（
ユ
メ
）
ニ
非
（
ア
ラ
サ
ル
）
 
カ
 
（
4
3
番
 
管
絃
遊
）
 
 
 

右
の
二
百
は
、
い
ず
れ
も
著
名
な
朗
詠
曲
と
同
〓
聖
典
拠
か
ら
採
ら
れ
て
い
 
 

る
。
ま
ず
「
桂
精
蘭
看
」
は
、
承
平
二
年
（
九
三
二
）
一
月
二
十
二
日
の
朱
雀
 
 

天
皇
の
内
宴
に
、
大
江
朝
綱
の
書
い
た
詩
序
の
一
部
で
、
そ
の
本
文
は
 
『
本
朝
 
 
 



青柳 －2呂－  

（
一
一
〇
三
）
以
後
、
「
臨
時
客
」
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
公
宴
に
お
い
 
 

て
常
用
さ
れ
た
。
特
に
同
曲
は
、
「
源
宏
規
本
七
首
」
 
の
一
に
数
え
ら
れ
、
円
 
 

珠
本
以
下
六
木
の
主
要
譜
本
に
も
収
め
ら
れ
る
、
極
め
て
重
要
な
曲
で
あ
っ
た
。
 
 

「
桂
醒
蘭
肴
」
の
部
分
か
新
た
な
朗
詠
曲
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
曲
の
 
 

存
在
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
句
は
、
昌
泰
～
延
長
 
（
八
九
八
～
九
三
〇
）
 
の
御
代
に
行
わ
れ
た
、
醍
 
 

醐
先
帝
の
内
宴
に
お
け
る
盛
儀
を
描
写
し
た
も
の
で
、
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
後
 
 

崇
光
院
本
』
、
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
流
布
本
』
、
『
隕
明
文
庫
朗
詠
譜
』
に
も
 
 

文
枠
』
巻
九
に
見
え
る
。
 
 

臣
謹
積
故
事
、
三
春
之
初
、
九
重
之
内
、
設
密
要
於
燕
庵
、
賜
近
臣
以
駕
 
 

暢
。
蓋
本
朝
之
前
托
、
早
春
之
内
宴
也
。
於
是
縞
柱
増
箭
、
覆
面
加
筆
。
 
 

望
龍
頗
於
間
尺
、
畢
鳳
街
於
尋
常
。
玉
枝
撃
柚
、
則
是
朝
雲
之
鮮
紅
。
墨
 
 

客
巣
篭
、
莫
不
夜
月
之
農
苺
。
其
待
遇
従
於
此
廷
、
田
螺
之
貴
臣
、
含
雑
 
 
 

之
押
客
也
。
聖
上
拙
僧
守
文
、
攣
由
前
躍
。
矧
醐
矧
矧
1
利
親
副
司
萄
山
4
劃
 
 

味
。
烏
馨
花
色
、
消
同
延
長
之
古
風
。
侍
臣
柑
顧
、
或
垂
涙
日
 
「
不
囲
今
 
 

日
複
見
先
帝
之
苦
儀
」
。
方
今
聖
徳
傍
流
、
施
仁
成
化
。
九
春
之
初
月
、
 
 

占
萬
年
之
久
芳
、
乃
知
撫
民
之
期
、
海
田
屡
欒
、
席
圃
之
運
、
陵
谷
頻
遷
。
 
 

徳
是
北
辰
、
、
播
要
之
転
再
改
d
〉
専
横
南
面
1
輯
花
之
色
ポ
喝
。
岩
只
天
意
 
 

乎
。
抑
亦
人
望
也
。
臣
謬
豊
赤
陛
、
應
韓
紅
塵
。
昔
素
人
之
入
洞
也
、
留
 
 

而
得
仙
。
苦
客
之
訊
花
也
、
去
而
遺
悔
。
誹
個
失
歩
、
何
方
馬
南
云
爾
。
 
 

謹
序
 
（
講
序
二
 
早
春
侍
内
喜
成
聖
化
万
年
春
、
應
製
）
 
 
 

右
の
詩
序
中
に
見
え
る
、
 
 

徳
是
北
辰
 
楢
葉
之
影
再
改
 
尊
酒
南
面
 
松
花
之
色
十
廻
 
 

（
 
『
新
撰
朗
詠
集
』
帝
王
 
 

は
、
「
嘉
辰
令
月
」
と
並
び
称
さ
れ
る
代
表
的
な
朗
詠
曲
で
あ
り
、
 
 六

一
五
番
）
 
 

康
和
五
年
 
 

同
じ
「
公
宴
」
の
題
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
 
「
桂
昭
蘭
肴
」
 
（
桂
酒
、
瞞
 
 

は
美
酒
の
名
。
蘭
肴
は
美
味
の
さ
か
な
）
 
の
部
分
は
、
酒
宴
の
際
の
秀
句
と
し
 
 

て
重
ん
じ
ら
れ
た
ら
し
く
、
「
九
十
首
抄
」
本
に
は
、
 
 
 

○
御
酒
宴
之
時
又
可
有
便
宜
欺
 
（
後
崇
光
院
本
）
 
 
 

○
御
酒
宴
之
時
又
可
有
便
欺
 
（
流
布
本
）
 
 

の
よ
う
な
注
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
曲
は
、
「
徳
是
北
辰
」
と
同
様
公
 
 

賓
の
曲
と
し
て
、
酒
を
伴
う
婁
遊
を
中
心
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
円
珠
本
は
初
句
を
 
「
桂
帽
蘭
肴
」
 
と
す
る
が
、
「
九
十
首
抄
」
本
で
 
 

は
 
「
桂
硝
蘭
肴
ハ
」
 
と
 
「
は
」
を
捕
っ
て
読
ん
て
い
る
。
 
 
 

次
に
 
「
変
態
緯
観
た
り
」
は
、
元
慶
九
年
 
（
八
八
五
）
一
月
二
十
∵
日
、
光
 
 

孝
天
皇
の
内
宴
に
、
菅
原
道
真
 
（
八
四
五
～
九
〇
三
）
 
の
書
い
た
詩
序
の
一
部
 
 

で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
 
『
菅
宏
文
草
』
巻
七
に
見
え
、
後
に
 
『
本
朝
文
枠
』
 
に
 
 

も
採
ら
れ
た
。
 
 

夫
早
春
内
婁
者
、
不
問
削
楚
之
歳
時
、
非
踵
姫
凛
之
遊
楽
。
百
雷
作
故
、
 
 

及
我
聖
朝
。
殿
庭
土
甚
幽
．
、
J
咲
恵
山
之
速
鵡
蛮
真
底
′
哉
之
鹿
′
貯
1
照
鵡
水
 
 

之
葡
萄
花
。
示
則
新
焉
、
一
人
有
慶
。
年
惟
早
臭
、
万
鳶
無
題
。
於
是
粧
 
 

櫨
進
才
、
粉
妓
従
事
。
繊
手
細
腰
、
受
之
父
母
。
軟
≡
禎
李
、
備
干
髪
膚
。
 
 

況
陽
気
陶
神
、
望
玉
僧
而
鯨
喘
。
詔
光
人
骨
、
飛
紅
柚
以
南
形
。
彼
羅
癖
 
 

之
碍
電
萄
′
、
痛
感
憶
酪
概
掃
q
。
管
感
之
在
島
癒
′
∵
感
不
開
媚
横
木
。
矧
憩
 
 
 

矧
掛
1
神
也
見
軸
他
山
新
皆
娩
転
、
夢
哉
非
夢
哉
。
臣
嘩
曙
軍
門
1
招
魂
 
 
 

霞
而
果
感
。
2
壁
個
萄
疎
∵
闇
育
鳥
′
以
軸
晋
。
架
之
逼
身
、
詞
不
苓
口
。
請
 
 

祝
尭
帝
、
将
代
封
入
云
爾
。
（
『
菅
家
文
革
』
巷
七
 
早
春
内
要
侍
仁
寿
 
 

殿
同
賦
春
娃
無
気
力
、
応
製
一
首
井
序
／
『
本
朝
文
枠
』
巻
九
に
も
出
）
 
 
 

右
の
詩
序
か
ら
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
 
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
、
計
三
首
も
の
 
 

句
が
採
ら
れ
て
い
る
。
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殿
庭
之
甚
幽
 
咲
嵩
山
之
連
鶴
駕
 
風
景
之
最
好
、
嫌
曲
水
之
老
驚
花
 
 

（
『
新
撰
朗
詠
集
』
禁
中
 
四
八
一
番
）
 
 

羅
綺
之
為
重
衣
 
妬
無
情
於
機
婦
 
管
絃
之
在
長
曲
 
怒
不
関
於
伶
人
 
 

（
『
和
漢
朗
詠
集
』
管
絃
 
四
六
六
番
）
 
 

通
籍
東
門
 
踏
綜
雷
而
失
歩
 
登
仙
半
日
 
間
青
馬
以
知
音
 
 

（
『
新
撰
朗
詠
集
』
禁
中
 
四
ハ
ニ
番
）
 
 
 

こ
の
う
ち
、
「
羅
綺
壷
衣
」
 
は
、
前
出
の
 
「
徳
是
北
辰
」
と
同
じ
く
「
帝
京
 
 

根
本
七
首
」
 
の
一
つ
と
き
れ
る
重
要
な
曲
で
あ
り
、
早
く
寛
治
六
年
 
二
〇
九
 
 

二
）
 
の
吉
祥
院
作
文
や
、
島
承
二
年
 
（
一
一
三
三
）
 
の
北
野
聖
廟
詩
会
等
で
朗
 
 

詠
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
 
「
変
態
積
粉
」
 
の
部
分
が
朗
詠
曲
と
し
て
注
目
 
 

さ
れ
た
の
も
、
「
桂
轄
蘭
肴
」
の
場
合
と
同
様
当
然
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
句
は
、
内
宴
を
彩
る
舞
妓
の
艶
容
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
『
朗
詠
要
 
 

集
』
 
に
 
「
管
絃
」
 
の
題
で
収
め
ら
れ
る
ほ
か
、
続
く
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
複
葉
 
 

光
院
本
』
、
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
流
布
本
』
、
『
陽
明
文
庫
朗
詠
譜
』
 
に
本
譜
 
 

と
同
じ
題
で
収
録
き
れ
、
ま
た
 
『
金
沢
文
庫
朗
詠
譜
』
 
召
二
－
（
2
）
 
お
よ
び
、
 
 

『
苦
楽
講
式
』
 
〓
、
明
苦
楽
源
）
 
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
特
に
注
意
さ
れ
る
 
 

の
は
、
本
譜
以
下
の
四
本
で
、
こ
の
曲
が
「
羅
縞
重
義
」
の
次
に
置
か
れ
て
い
 
 

る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
曲
は
、
源
家
の
根
本
曲
「
羅
精
査
衣
」
と
一
続
き
 
 

の
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
曲
は
、
藤
原
師
長
に
よ
り
、
後
白
河
法
皇
の
今
様
合
に
お
い
て
朗
詠
さ
 
 

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 
 

○
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
九
月
十
三
日
【
承
安
今
様
合
御
遊
】
 
 

朗
詠
左
大
臣
（
将
カ
。
藤
原
師
曇
 
「
徳
是
北
辰
」
 
「
堪
塞
霜
満
」
 
「
矧
．
闇
 
 
 

矧
矧
」
 
「
鶏
人
暁
唱
」
。
此
ノ
朗
詠
ノ
ト
キ
、
聴
聞
人
々
「
大
将
殿
コ
ソ
 
 

朗
詠
二
テ
ィ
ト
マ
申
サ
セ
給
」
 
ト
ゾ
云
7
ヘ
リ
ケ
ル
。
又
「
秋
硬
軟
曙
」
 
 

己
上
五
首
 
（
 
『
吉
野
吉
水
院
楽
書
』
）
 
 
 

師
長
の
朗
詠
し
た
他
の
四
曲
は
、
い
ず
れ
も
『
朗
詠
集
』
に
出
る
著
名
な
句
 
 

で
あ
り
、
他
に
も
朗
詠
の
記
録
か
多
い
。
つ
ま
り
師
轟
は
、
当
時
既
に
こ
の
曲
 
 

を
こ
れ
ら
と
同
様
、
公
安
で
の
実
演
に
堪
え
る
曲
と
し
て
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
 
 

る
。
ま
た
こ
の
曲
は
、
円
珠
本
成
立
の
わ
ず
か
二
年
前
に
は
 
 
 

○
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
 
三
月
二
日
【
北
山
准
后
貞
子
九
十
賀
後
丹
遊
】
 
 

舟
の
中
の
調
べ
は
い
と
艶
な
り
。
蘇
合
の
五
帖
・
輪
圭
■
竹
林
輿
・
越
天
 
 

禦
な
ど
、
い
く
返
り
と
も
な
く
お
も
し
ろ
し
。
兼
行
「
山
又
山
」
な
ど
う
 
 

ち
消
し
た
る
に
、
「
到
圃
矧
掛
」
と
両
院
（
後
探
草
院
・
亀
山
院
）
あ
そ
 
 

ば
し
た
る
に
、
水
の
底
も
あ
や
し
き
ま
で
、
身
の
毛
た
ち
ぬ
べ
く
は
き
こ
 
 

ゆ
 
（
『
増
鏡
』
芸
者
十
 
老
の
な
み
）
 
 

の
よ
う
に
、
上
皇
の
朗
詠
に
ま
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
曲
 
 

は
早
く
か
ら
宴
遊
の
曲
と
し
て
常
用
さ
れ
て
お
り
、
『
朗
詠
集
』
外
の
曲
中
の
 
 

白
眉
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
 
 
 

な
お
、
円
珠
本
は
、
第
二
句
の
 
「
神
」
 
に
 
「
シ
ン
」
と
付
訓
す
る
が
、
『
朗
 
 

詠
九
十
首
沙
 
流
布
本
』
は
こ
れ
を
 
「
カ
ミ
」
と
す
る
。
前
者
は
疎
家
、
後
者
 
 

は
源
家
の
譜
本
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
両
流
の
訓
磋
の
対
立
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
『
朗
詠
雲
集
 
円
珠
本
』
は
、
署
名
な
朗
詠
曲
の
典
拠
か
 
 

ら
引
き
続
い
て
採
ら
れ
た
集
外
曲
を
収
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
新
し
い
曲
で
 
 

は
あ
る
が
、
常
用
曲
と
一
対
を
な
し
て
い
る
た
め
、
朗
詠
の
曲
と
し
て
も
決
し
 
 

て
葺
和
感
が
な
い
。
つ
ま
り
、
藤
家
の
 
「
九
十
首
」
 
で
は
、
『
朗
詠
集
』
 
に
出
 
 

な
い
曲
の
う
ち
、
そ
う
L
た
 
「
保
証
つ
き
」
 
の
曲
だ
け
が
収
め
ら
れ
た
の
で
あ
 
 

る
。
こ
の
こ
と
は
同
譜
が
、
囲
空
木
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
正
統
的
な
曲
の
 
 

集
成
を
目
指
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
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三
、
F
朝
晩
雲
集
』
・
F
朗
蛛
要
抄
 
小
島
春
庵
本
』
 
 
 

『
朗
詠
九
十
首
抄
 
円
球
本
』
の
成
立
後
ま
も
な
く
、
こ
れ
と
は
系
統
を
異
 
 

に
す
る
、
二
つ
の
諸
本
が
現
れ
た
っ
 
す
な
わ
ち
 
『
朗
詠
要
集
』
 
お
よ
び
 
『
朗
詠
 
 

要
抄
 
小
島
春
庵
本
』
 
（
侠
書
）
 
で
あ
る
。
 
 
 

『
朗
詠
要
集
』
は
、
法
隆
寺
東
慌
（
安
養
院
）
 
に
伝
わ
っ
た
藤
家
の
朗
詠
譜
 
 

本
て
あ
る
。
収
載
曲
数
は
全
七
十
曲
で
あ
り
、
同
譜
の
五
年
前
に
成
立
し
た
円
 
 

躁
本
よ
り
も
少
な
い
が
、
円
珠
本
に
は
見
え
な
い
曲
十
二
曲
を
含
み
、
部
類
や
 
 

配
列
の
上
て
も
「
九
十
曹
」
系
の
諸
本
と
は
異
な
る
点
が
多
い
。
す
な
わ
ち
こ
 
 

れ
は
、
「
九
十
首
」
と
ほ
別
の
経
路
で
伝
わ
っ
た
、
朗
詠
曲
増
加
の
連
中
経
過
 
 

を
示
す
古
語
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

同
譜
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
、
聖
玄
か
ら
教
禅
房
琳
弘
 
（
い
ず
れ
も
伝
未
詳
）
 
 

へ
と
、
先
に
」
ハ
十
七
曲
、
後
に
三
曲
を
伝
授
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

己
上
詠
敦
六
十
七
首
、
博
士
□
席
悉
奉
授
干
琳
弘
数
倍
房
了
。
軌
更
不
可
 
 

可
有
柚
芸
蕗
也
。
先
達
等
披
秘
存
也
。
又
三
首
亭
接
着
也
。
 
 

正
應
五
年
 
〔
一
二
九
二
〕
 
三
月
日
 
聖
玄
 
花
押
 
 

琳
弘
生
年
廿
三
、
同
年
月
産
粘
了
 
 
 

同
語
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
五
十
l
一
首
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
か
ら
十
五
 
 

首
の
句
を
探
る
が
、
前
述
の
③
「
功
徳
柿
を
な
す
」
 
（
5
8
蕃
 
山
寺
）
 
お
よ
 
 

ぴ
⑥
「
変
態
績
紛
た
り
」
 
（
3
3
番
 
管
絃
）
を
収
め
る
ほ
か
、
次
の
一
首
が
 
 

『
朗
詠
集
』
 
に
見
え
な
い
。
 
 
 

⑦
尺
専
在
世
ノ
ム
カ
ン
・
ア
ハ
サ
ル
コ
ト
ヲ
鷲
峯
ノ
雲
ニ
ウ
ラ
ム
ト
イ
ヘ
ト
 
 

モ
・
慈
氏
下
生
ノ
ト
キ
・
速
謹
ヲ
寵
花
ノ
月
二
期
セ
ム
ト
ヲ
モ
フ
 
 

（
5
7
香
 
山
寺
）
 
 
 

こ
れ
ら
三
首
の
案
外
曲
に
関
し
て
は
、
早
く
岡
本
保
孝
二
七
九
七
～
一
八
 
 

七
八
）
 
の
著
『
朗
詠
考
』
宣
に
考
証
が
あ
る
。
保
革
ほ
こ
れ
を
、
奥
書
に
い
う
 
 

「
又
三
百
事
授
」
 
に
相
当
す
る
も
の
と
し
、
 
 

コ
ノ
三
首
ハ
朗
詠
ニ
ハ
モ
ト
ナ
シ
。
前
章
ノ
添
加
シ
タ
ル
ヲ
、
其
添
加
ノ
 
 

マ
ー
ニ
席
来
シ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
サ
レ
ハ
奥
書
ニ
コ
レ
ヲ
分
別
シ
テ
記
シ
タ
 
 

ル
ナ
リ
ケ
リ
 
（
句
読
点
を
私
に
付
し
た
）
。
 
 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
譜
に
お
い
て
右
の
三
首
は
、
『
朗
詠
集
』
 
 

所
載
曲
と
は
別
の
形
で
伝
承
さ
れ
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
同
語
に
は
、
『
朗
 
 

詠
集
』
 
の
曲
を
根
幹
と
し
、
そ
れ
以
外
の
曲
と
は
区
別
す
る
意
識
の
あ
っ
た
こ
 
 

と
か
窺
え
る
っ
前
述
「
功
徳
柿
を
な
す
」
 
に
対
し
て
特
に
付
き
れ
た
 
「
妙
音
院
 
 

作
」
の
注
記
の
存
在
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

右
の
三
首
の
う
ち
「
功
徳
林
を
な
す
」
 
「
変
態
績
観
た
り
」
の
二
百
は
、
既
 
 

に
見
た
よ
う
に
明
確
な
典
拠
を
持
つ
。
し
か
し
、
本
譜
初
出
の
 
「
尺
専
在
世
の
 
 

苫
」
 
は
、
用
語
や
内
容
か
ら
、
願
文
あ
る
い
は
表
白
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
も
 
 

の
の
、
そ
の
典
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。
 
 
 

同
句
は
、
釈
迦
の
在
世
に
生
ま
れ
合
わ
せ
ぬ
こ
と
を
嘆
垂
、
慈
氏
 
（
弥
勒
菩
 
 

薩
）
 
の
出
現
を
待
望
す
る
と
い
う
内
容
で
、
『
隕
明
文
庫
朗
詠
譜
』
 
に
 
「
尺
迦
 
 

弥
軌
」
 
の
題
で
収
め
ら
れ
る
は
か
、
『
金
沢
文
庫
本
朗
詠
譜
』
二
E
 
（
2
）
、
 
 

お
よ
ぴ
 
『
法
隆
寺
聖
霊
会
声
明
集
』
法
隆
寺
金
堂
本
音
に
も
見
え
る
。
L
か
し
、
 
 

こ
の
曲
は
、
後
の
 
「
九
十
首
抄
」
本
に
は
全
く
採
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
 
『
賜
 
 

明
文
庫
朗
詠
譜
』
は
こ
れ
を
巻
末
増
補
の
十
七
曲
の
中
に
置
い
て
い
る
。
つ
ま
 
 

り
同
曲
は
、
前
出
の
 
「
鳳
風
鴛
棄
は
」
同
様
、
典
拠
が
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
、
 
 

「
九
十
首
抄
」
 
の
選
に
も
漏
れ
、
同
譜
か
ら
別
系
統
で
伝
わ
っ
た
も
の
と
見
ら
 
 

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
の
譜
本
に
、
 
 
 

○
愕
等
在
世
ノ
苗
司
／
速
謹
ヲ
龍
花
ノ
劉
こ
期
セ
ム
ト
ヲ
モ
フ
 
（
闇
明
本
）
 
 

○
悍
等
在
世
ノ
イ
ニ
シ
ヘ
 
（
ム
カ
シ
）
／
即
諾
ヲ
龍
花
ノ
月
二
期
ス
 
（
金
沢
 
 
 

文
庫
本
）
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の
よ
う
な
、
多
く
の
異
文
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
よ
う
。
 
 
 

次
に
『
朗
詠
要
抄
 
小
島
春
庵
本
』
は
、
現
存
し
な
い
譜
本
で
あ
る
か
、
前
 
 

出
『
朗
詠
考
』
の
申
に
、
実
見
の
記
録
が
あ
る
。
 
 

天
保
九
年
 
〓
八
四
〇
〕
 
五
月
、
友
人
小
鳩
春
庵
ノ
宅
ニ
テ
 
『
朗
詠
要
抄
』
 
 

ト
云
モ
ノ
ヲ
見
タ
リ
。
古
抄
本
也
。
タ
グ
下
巻
ノ
ミ
存
シ
テ
上
巻
ハ
ナ
シ
。
 
 

借
東
リ
テ
比
較
ス
ル
ニ
『
新
撰
朗
詠
』
 
モ
打
混
シ
テ
載
タ
リ
。
次
第
モ
今
 
 

本
ト
タ
カ
ヒ
テ
、
コ
ノ
下
巻
ノ
中
二
四
季
ノ
題
ナ
ル
コ
レ
カ
レ
ミ
ュ
ク
リ
。
 
 

奥
書
ニ
ハ
、
 
 

時
、
正
平
観
應
六
二
合
妹
之
暮
 
〓
三
五
二
、
歳
次
辛
卯
 
 

〓
行
空
格
〕
 
 

同
初
六
日
西
、
朱
墨
共
付
博
士
畢
。
 
 

ト
7
リ
。
コ
ノ
空
行
ヲ
熟
観
ス
ル
ニ
、
文
字
ア
リ
ク
ル
ヲ
後
ニ
ケ
ツ
リ
ケ
 
 

シ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
ミ
ュ
ル
ナ
リ
。
 
 
 

す
な
わ
ち
同
譜
は
、
南
北
朝
期
の
奥
書
を
有
L
、
下
巻
に
四
季
の
部
類
を
持
 
 

つ
特
殊
な
譜
本
で
あ
る
。
曲
数
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
か
、
現
存
譜
本
の
と
 
 

の
奥
書
と
も
一
致
せ
ず
、
明
ら
か
に
別
系
統
の
朗
詠
古
譜
で
あ
る
。
 
 
 

保
孝
に
よ
れ
ば
、
同
譜
に
は
、
二
曲
の
 
『
朗
詠
集
』
外
曲
が
存
し
た
と
い
う
。
 
 
 

⑧
風
香
謂
ノ
ウ
チ
エ
ハ
、
ハ
ナ
フ
ン
フ
ク
ノ
ヰ
ヲ
フ
ク
ミ
、
流
泉
ノ
曲
ノ
7
 
 

ヒ
タ
ニ
ハ
、
月
セ
イ
メ
イ
ノ
ヒ
カ
リ
ウ
カ
フ
 
（
琵
琶
）
 
 
 

⑨
万
徳
荘
巌
ノ
化
主
、
青
天
エ
ア
ラ
ハ
レ
テ
ヤ
ウ
ヤ
ク
ニ
チ
カ
ツ
ク
、
九
品
 
 

蓮
妻
ノ
聖
衆
、
雲
こ
乗
シ
テ
ナ
ー
メ
ニ
ク
タ
ル
 
（
三
月
三
日
）
 
 
 

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
典
拠
が
明
確
で
な
い
句
で
あ
り
、
特
に
後
者
は
 
 

同
譜
以
外
に
全
く
知
ら
れ
な
い
句
で
あ
る
。
こ
う
し
た
曲
を
含
む
同
語
は
、
な
 
 

お
現
存
の
諸
諸
本
と
は
異
な
る
点
を
多
く
持
っ
て
い
た
と
推
売
さ
れ
、
そ
の
出
 
 

現
か
強
く
望
ま
れ
る
。
 
 
 

右
は
、
軍
記
等
の
和
漢
混
清
文
に
類
似
し
た
文
体
で
、
編
者
犯
近
真
の
庄
か
 
 

ら
推
し
て
、
何
ら
か
の
典
拠
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
当
 
 

時
既
に
、
こ
の
句
が
琵
琶
の
佳
句
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

同
句
は
、
琵
琶
の
本
顕
子
「
風
香
洞
」
や
秘
曲
「
摘
果
」
 
甲
調
べ
の
美
し
さ
 
 

を
花
や
月
に
よ
そ
え
た
も
の
で
、
同
語
の
は
か
、
『
儒
明
文
庫
朗
詠
譜
』
 
に
、
 
 

風
香
詞
ノ
ウ
チ
ニ
ハ
・
花
芽
詣
ノ
気
ヲ
フ
ク
ミ
・
流
泉
ノ
曲
ノ
ア
ヒ
タ
ニ
 
 

ハ
・
月
清
明
ノ
光
ヲ
ア
ラ
ソ
フ
 
 

真
名
本
㌻
ニ
ハ
光
ヲ
ウ
カ
フ
ト
ア
リ
 
（
1
5
9
番
 
稚
部
）
 
 

と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
隕
明
本
の
頃
に
は
既
に
 
「
光
を
争
ふ
」
 
「
光
を
 
 

浮
か
ぶ
」
と
い
う
異
文
が
生
じ
て
い
た
こ
と
か
知
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
曲
は
、
『
平
家
物
語
』
大
臣
流
罪
の
章
で
、
藤
原
師
長
の
朗
詠
し
た
曲
 
 

と
L
て
特
に
著
名
で
あ
る
。
 
 

そ
の
夜
神
明
法
楽
の
た
め
に
、
荒
琶
引
、
朗
詠
L
綽
ふ
に
、
所
も
と
よ
り
 
 

無
智
の
境
な
れ
ば
、
情
を
し
れ
る
も
の
な
し
。
邑
老
・
村
女
・
浪
人
・
野
 
 

里
、
首
を
う
な
だ
れ
、
耳
を
峠
つ
と
い
へ
共
、
更
に
槽
蘭
を
わ
か
ち
、
呂
 
 

律
を
L
る
事
な
し
。
さ
れ
共
、
覗
巴
琴
を
弾
ぜ
L
か
ば
、
魚
鱗
躍
り
は
と
 
 
 

右
の
二
曲
の
う
ち
、
ま
ず
「
風
香
調
の
中
に
は
」
 
ほ
、
そ
の
本
文
自
体
は
不
 
 

明
で
あ
る
が
、
早
く
天
福
元
年
（
山
一
二
二
三
）
成
立
の
 
『
教
訓
抄
』
巻
八
に
、
 
 

こ
れ
を
含
む
詞
葺
か
紹
介
き
れ
て
い
る
。
 
 

梁
王
ノ
雪
ノ
薗
、
イ
フ
コ
ウ
ガ
月
楼
。
樟
々
ク
ル
風
香
調
ノ
シ
ラ
ベ
、
心
 
 

モ
コ
ト
バ
モ
ヲ
ヨ
バ
ズ
。
彼
ノ
南
海
ニ
ヲ
モ
ブ
イ
シ
黄
門
ノ
、
一
面
ノ
琵
 
 

琶
ヲ
相
異
シ
テ
、
万
里
ノ
波
涛
ニ
ウ
カ
ミ
給
ケ
ム
、
何
ナ
ル
景
気
ニ
テ
侍
 
 

リ
ケ
ン
。
鳳
香
調
 
 

ニ
ハ
、
月
セ
イ
メ
 
 

之
（
琵
琶
条
）
 
 

イ
ノ
光
ヲ
ウ
カ
｝
刊
。
巳
上
、
 
 

パ
副
J
．
彗
ハ
司
引
創
ミ
、
流
泉
曲
ノ
間
 
 
 

詞
ツ
ヾ
キ
面
白
。
ヨ
リ
テ
注
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「
撃
清
明
光
」
 
（
源
平
盛
衰
記
）
 
 
 

こ
の
よ
う
な
異
文
の
発
車
は
、
『
平
家
』
 
の
本
文
上
の
問
題
で
も
あ
ろ
う
が
、
 
 

陽
明
文
庫
譜
に
も
既
に
究
文
か
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
や
は
り
こ
 
 

れ
は
拠
る
べ
き
典
拠
が
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
 
「
万
徳
荘
厳
の
化
主
」
は
、
内
容
か
ら
推
し
て
、
前
述
「
尺
専
在
世
の
 
 

花
芽
謹
の
気
を
含
み
、
流
泉
の
曲
の
間
に
は
、
月
清
明
の
光
を
あ
ら
そ
ふ
」
 
 

「
願
く
は
今
生
世
俗
文
字
の
業
、
狂
言
綺
語
の
誤
を
も
て
」
と
い
ふ
朗
詠
 
 

を
し
て
、
秘
曲
を
引
給
へ
ば
、
神
明
感
應
に
堪
へ
ず
し
て
、
鷲
殿
大
き
に
 
 

震
動
す
 
（
寛
一
本
吾
）
 
 
 

右
は
、
前
述
「
鳳
凰
駕
雀
は
」
 
の
頓
に
も
出
た
、
師
長
の
尾
張
流
罪
の
際
の
 
 

逸
話
で
、
屋
代
本
以
下
の
語
り
本
系
、
廷
唐
本
以
下
の
読
み
本
系
諸
本
の
全
て
 
 

に
見
え
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
曲
は
、
『
朗
詠
集
』
 
や
初
期
の
朗
詠
譜
本
に
は
 
 

採
ら
れ
な
い
も
の
の
、
妙
苦
院
師
長
の
朗
詠
曲
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
 
 

と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
同
曲
は
、
こ
の
逸
話
の
流
布
に
伴
っ
て
、
新
た
に
 
 

朗
詠
譜
本
中
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

な
お
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
で
は
、
同
曲
に
関
す
る
芸
文
か
少
な
か
ら
ず
見
 
 

ら
れ
る
。
 
 

．
研
句
＝
「
普
台
詞
ノ
中
ニ
ハ
 
 

「
風
香
詞
ノ
劃
ニ
ハ
」
 
 

最
終
句
＝
「
清
明
ノ
光
脚
．
引
」
 
 

「
清
明
の
光
を
ま
す
」
 
 

「
清
明
ノ
光
ヲ
添
フ
」
 
 

ば
し
る
。
虞
公
歌
を
報
せ
し
か
ば
、
梁
塵
う
ご
き
う
ご
く
。
物
の
妙
を
究
 
 

る
時
に
は
、
自
然
に
感
を
催
す
物
な
れ
ば
、
諸
人
身
の
毛
よ
だ
て
、
満
座
 
 

奇
異
の
願
を
な
す
。
や
う
や
う
深
更
に
及
で
、
「
封
引
卜
甘
J
勺
呵
呵
叫
嘲
、
 
 

（
平
松
家
本
・
鎌
倉
本
■
源
平
盛
衰
記
）
 
 

（
熱
田
本
真
名
平
家
）
 
 

（
延
慶
本
）
 
 

（
長
門
本
）
 
 

（
熱
田
本
真
名
平
家
・
長
門
本
行
文
）
 
 

苦
」
と
同
様
に
、
願
文
二
表
白
の
句
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
 
 

典
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
同
曲
が
「
三
月
三
日
」
 
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
 
 

る
こ
と
も
、
句
の
性
格
か
ら
見
て
奇
妙
で
あ
る
。
こ
の
た
め
か
、
同
曲
は
他
の
 
 

譜
本
に
も
見
え
ず
、
全
く
の
孤
曲
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

朗
詠
譜
本
に
は
、
現
存
の
も
の
の
は
か
、
本
譜
の
よ
う
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
 
 

た
譜
が
数
多
く
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
同
曲
の
よ
う
に
、
 
 

知
ら
れ
な
い
ま
ま
亡
逸
し
た
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
曲
は
 
 

そ
う
し
た
廃
絶
朗
詠
曲
の
一
端
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
『
朗
詠
要
抄
 
円
珠
本
』
 
に
続
く
朗
詠
諸
に
は
、
時
と
し
て
、
 
 

典
拠
の
明
白
で
な
い
珍
し
い
曲
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
必
ず
し
 
 

も
一
般
化
せ
ず
、
他
の
譜
本
に
採
ら
れ
な
い
も
の
も
多
い
が
、
正
統
的
な
朗
詠
 
 

曲
に
対
し
て
、
こ
の
当
時
な
お
新
た
な
朗
詠
詞
葦
の
発
掘
が
試
み
ら
れ
て
い
た
 
 

こ
と
が
知
ら
れ
、
注
巨
に
値
す
る
。
 
 

四
、
F
朗
詠
九
十
首
抄
』
以
後
 
 
 

藤
家
の
九
十
首
を
伝
え
る
 
『
朗
詠
要
抄
 
円
珠
本
』
 
の
成
立
後
、
朗
詠
曲
は
 
 

順
次
増
加
・
整
理
さ
れ
、
鎌
倉
～
室
町
期
に
は
源
家
に
お
い
て
も
九
十
首
の
集
 
 

成
が
な
き
れ
た
。
こ
れ
は
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
後
崇
光
院
本
』
お
よ
ぴ
『
朗
詠
 
 

九
十
首
抄
 
流
布
本
』
 
の
両
本
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
 
 

既
に
近
藤
喜
博
民
国
、
村
田
正
志
氏
缶
、
小
野
恭
靖
氏
雷
の
研
究
が
あ
る
。
 
 
 

『
朗
詠
九
十
首
抄
 
後
崇
光
院
本
』
は
、
後
崇
光
院
貞
成
開
王
の
筆
に
な
る
 
 

源
家
の
朗
詠
諸
本
で
あ
る
。
収
載
曲
数
は
計
百
十
四
曲
（
百
十
五
首
、
二
百
一
 
 

曲
を
含
む
）
 
で
あ
る
が
、
そ
の
注
記
に
よ
り
、
原
形
九
十
苫
（
実
は
九
十
四
首
、
 
 

二
百
山
曲
を
含
む
）
、
増
楠
十
八
百
（
実
は
十
九
首
）
、
後
補
二
苫
か
ら
成
る
 
 

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
原
形
九
十
首
が
、
は
ぼ
療
家
の
 
「
九
十
首
」
に
相
当
す
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る
こ
と
は
、
小
野
氏
の
論
証
に
詳
し
い
。
藤
家
の
円
旗
本
と
は
八
十
二
百
が
共
 
 

通
す
る
が
、
配
列
や
郡
顆
の
上
で
小
異
が
あ
り
、
ま
た
漁
家
固
有
の
 
「
池
冷
水
 
 

無
」
 
「
八
月
九
月
」
の
二
曲
を
含
む
な
ど
、
独
白
の
点
も
多
い
。
ま
た
同
譜
は
 
 

真
名
表
記
・
漢
文
語
順
で
、
節
付
を
全
く
持
た
な
い
特
異
な
朗
詠
譜
本
で
あ
る
。
 
 
 

同
譜
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
、
四
辻
入
道
善
統
親
王
 
（
一
二
三
二
～
一
三
一
七
）
 
 

か
ら
漁
家
の
綾
小
路
信
有
（
一
二
五
八
～
一
三
二
四
）
 
に
伝
授
さ
れ
た
説
を
祖
 
 

形
と
し
、
以
後
綾
小
路
敦
有
卜
信
俊
父
子
を
経
て
、
貞
成
親
王
へ
と
伝
わ
っ
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
年
次
の
あ
る
奥
書
部
分
の
み
を
摘
記
す
る
。
 
 
 

○
應
安
四
年
 
〓
三
七
〓
 
二
月
九
日
、
以
先
人
卸
自
筆
秘
本
令
書
寛
之
。
 
 

秘
説
等
大
晦
注
之
。
更
々
不
可
及
他
見
而
巳
 
【
朗
詠
・
山
遠
雲
理
】
 
 

正
三
位
教
育
 
判
 
 
 

○
嘉
慶
二
年
 
〔
一
三
八
八
〕
 
六
月
四
日
令
書
需
之
諾
。
 
 
 

○
明
徳
第
二
層
 
〓
三
九
〓
 
孟
冬
上
旬
之
候
、
適
議
大
夫
左
親
衛
中
鮎
澤
 
 

源
朝
臣
信
優
 
判
 
今
年
三
十
七
歳
 
童
名
慶
玉
丸
 
法
名
了
信
 
 
 

○
應
永
廿
五
年
 
〓
四
一
八
〕
 
十
月
八
日
書
蔦
之
詰
。
予
音
曲
脚
依
令
傍
受
、
 
 

此
抄
於
申
受
而
所
音
寓
也
。
痴
宰
相
 
〔
信
俊
〕
 
依
師
弟
芳
契
不
蓮
、
富
家
 
 

之
秘
抄
披
免
一
覧
畢
。
一
書
一
催
而
巳
。
 
城
南
隠
士
丘
成
 
花
押
 
 
 

同
語
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
九
十
三
首
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
か
ら
十
七
 
 

首
の
句
を
揺
る
が
、
原
形
九
十
首
の
部
分
に
①
「
直
々
と
し
て
遍
く
照
ら
す
」
 
 

（
2
1
番
 
月
）
、
⑤
「
桂
晴
間
肴
は
」
 
（
4
0
番
 
公
賓
）
、
⑥
「
変
態
嶺
 
 

紛
た
り
」
 
（
4
5
番
 
管
絃
遊
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
、
 
 
 

⑩
辞
李
門
之
浪
二
年
■
朝
恩
未
及
・
践
蓮
壷
之
雲
十
日
・
夜
軟
渋
酎
 
（
3
5
 
 

番
 
禁
中
）
 
 

が
、
新
し
く
『
朗
詠
集
』
外
の
曲
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
増
補
十
八
百
 
 

の
部
分
に
は
、
⑥
「
鳳
凰
鴛
駕
は
」
 
（
1
0
1
番
 
管
絃
）
が
あ
る
。
 
 
 

（
持
序
三
 
春
日
回
賦
隔
花
道
駄
酒
、
応
太
上
皇
製
）
 
 
 

こ
の
詩
序
の
善
か
れ
た
時
期
は
明
白
で
な
い
が
、
詩
題
に
見
え
る
「
太
上
皇
」
 
 

は
朱
雀
上
皇
 
（
九
四
六
年
譲
位
～
九
五
二
年
萌
御
）
と
推
定
き
れ
 
（
柿
村
重
松
 
 

氏
『
本
朝
文
粋
註
揮
』
）
、
そ
の
仙
洞
御
所
 
（
九
条
殿
）
 
で
催
さ
れ
た
詩
会
で
 
 

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

同
句
は
、
輔
昭
が
課
試
に
登
第
し
て
二
年
余
、
不
遇
を
か
こ
っ
た
身
の
上
で
 
 

あ
り
な
が
ら
、
上
皇
の
仙
洞
に
昇
殿
を
許
さ
れ
て
わ
ず
か
十
日
で
、
盛
儀
の
宴
 
 

遊
に
列
し
た
感
激
を
表
し
た
も
の
で
、
流
布
本
お
よ
ぴ
 
『
隕
明
文
庫
朗
詠
譜
』
 
 
 

同
譜
の
九
十
首
／
十
八
首
と
い
う
正
員
数
は
、
誤
謬
で
は
な
く
、
実
際
の
収
 
 

録
曲
数
（
九
十
四
百
／
十
九
百
）
か
ら
こ
れ
ら
の
粟
舛
曲
（
四
首
／
一
首
）
を
 
 

除
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
す
な
わ
ち
同
譜
に
も
、
『
朗
 
 

詠
要
莞
』
な
ど
と
同
様
に
、
『
朗
詠
集
』
所
載
曲
と
そ
れ
以
外
の
も
の
を
区
別
 
 

す
る
姿
勢
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 
 

「
李
門
の
浪
に
締
り
て
二
年
」
は
、
『
本
朝
文
枠
』
巷
十
に
見
え
る
、
菅
原
 
 

輔
昭
 
（
九
八
二
年
没
）
 
の
詩
序
の
一
部
で
あ
る
。
 
 

王
城
東
南
半
里
飴
、
有
一
玉
洞
莫
。
煙
霞
看
過
、
泉
石
秋
冷
。
蓋
我
太
上
 
 

睾
、
叡
貰
京
遊
之
地
也
。
自
彼
遁
世
揖
専
、
逐
虞
占
静
。
謂
賛
辞
胡
、
追
 
 

従
干
賽
墓
之
行
。
草
色
杯
嘩
、
祀
承
脱
履
之
歩
。
於
是
千
林
干
圭
、
有
花
 
 

有
酒
。
酒
隔
花
而
題
酌
、
昧
帯
香
而
涌
醇
。
有
馬
囁
以
似
誠
戸
之
捷
探
、
 
 

避
蜂
緯
以
如
検
巡
之
多
少
。
嗟
呼
唱
遅
従
何
方
、
踵
梅
嶺
而
撃
白
。
記
筆
 
 

是
幾
物
、
過
杏
園
而
折
紅
。
出
頭
粧
出
繁
艶
、
愁
眉
忽
展
眼
界
之
春
。
寄
 
 

宿
雪
穿
暖
覆
、
俗
骨
飲
倒
酔
郷
之
月
。
干
時
的
天
婁
閣
、
玉
偏
夢
半
。
練
 
 

竹
間
奏
、
威
賜
顆
之
地
白
酒
。
賜
詠
不
休
、
表
姑
射
之
山
故
曙
。
輔
昭
矧
 
 

雪
組
末
技
、
斡
払
い
違
ぃ
珂
－
笥
・
 
 

然
、
端
迷
花
酒
之
下
云
爾
、
謹
序
。
 
 

日
、
夜
飲
既
甜
。
厭
厭
 
 



青柳 －34－  

に
、
同
じ
題
で
収
め
ら
れ
る
。
朗
詠
曲
集
成
の
完
成
期
に
至
っ
て
な
お
、
こ
の
 
 

よ
う
に
 
『
朗
詠
集
』
 
に
触
ら
な
い
新
曲
が
採
ら
れ
た
背
景
に
は
、
藤
家
の
 
「
九
 
 

十
首
」
に
対
し
、
自
家
独
自
の
九
十
首
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
源
家
の
姿
勢
 
 

を
見
て
取
れ
る
。
 
 
 

同
句
を
含
め
た
五
曲
の
集
外
曲
は
、
そ
の
ま
ま
 
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
流
布
本
』
 
 

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
譜
は
、
藤
家
の
洞
院
人
道
満
季
（
一
三
九
〇
～
一
 
 

四
三
一
出
家
）
 
の
記
千
…
と
さ
れ
る
、
宝
徳
三
年
 
（
一
四
五
一
）
 
の
 
「
朗
詠
由
来
」
 
 

を
巻
頭
に
持
ち
、
か
つ
、
 
 
 

○
本
云
正
長
二
 
〓
四
二
九
〕
七
・
十
、
付
博
士
句
八
十
四
首
加
曲
定
 
判
 
 
 

○
文
安
五
之
暦
 
〓
闇
四
八
〕
戊
辰
爽
鐘
中
九
甲
亥
之
時
、
以
伺
院
人
道
前
 
 

内
府
 
〔
藤
原
満
季
〕
等
翰
之
本
、
令
書
罵
畢
。
可
秘
者
也
。
 
 

通
議
大
夫
中
郎
将
源
朝
臣
有
偶
 
 

の
奥
書
を
有
す
る
鹿
家
の
譜
本
で
あ
る
。
収
載
曲
数
は
百
二
十
六
曲
で
、
後
崇
 
 

光
院
本
の
全
曲
を
含
み
、
か
つ
基
本
的
に
、
後
崇
光
院
本
の
 
「
原
形
九
十
首
」
 
 

を
上
罫
に
、
そ
れ
以
外
の
句
を
下
罫
に
分
別
し
て
書
く
。
「
原
形
九
十
百
」
 
に
 
 

属
し
た
四
曲
の
案
外
曲
は
、
全
て
上
罫
に
善
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
 
 

ら
、
小
野
氏
の
い
う
原
『
朗
詠
九
十
首
抄
』
の
構
成
句
と
し
て
数
え
ら
れ
る
こ
 
 

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
増
補
十
八
首
」
 
に
属
す
る
 
「
鳳
風
鴛
薫
は
」
が
 
「
不
 
 

載
頗
藤
両
家
譜
朗
詠
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
右
の
五
曲
に
③
「
功
徳
杯
を
な
す
」
、
⑦
「
尺
専
在
世
の
昔
」
、
⑧
 
 

「
鳳
番
詞
の
中
に
は
」
の
三
曲
を
加
え
た
も
の
が
、
『
隕
明
文
庫
朗
詠
譜
』
に
 
 

出
て
い
る
事
。
同
語
は
鎌
倉
末
期
筆
か
と
さ
れ
る
藤
家
朗
詠
譜
で
、
収
載
曲
数
 
 

は
百
七
十
七
曲
（
重
出
二
曲
を
含
む
〕
と
現
存
譜
本
中
最
も
多
く
、
朗
詠
曲
集
 
 

成
の
最
広
本
と
し
て
、
こ
れ
ら
『
朗
詠
集
』
 
に
見
え
な
い
曲
も
採
り
入
れ
ら
れ
 
 

た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
「
功
徳
林
を
な
す
山
 
「
鳳
凰
鴛
棄
は
」
 
「
風
春
謂
の
中
 
 

に
は
」
の
三
曲
は
雑
部
の
巻
末
に
、
ま
た
「
尺
尊
在
世
の
昔
」
は
巻
末
増
補
部
 
 

に
お
か
れ
て
お
り
、
な
お
集
外
の
曲
を
別
に
す
る
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

更
に
、
金
沢
文
庫
に
伝
わ
る
朗
詠
譜
五
種
の
う
ち
、
八
首
構
成
の
一
本
 
（
二
 
 

－
（
2
）
 
）
 
に
は
、
⑥
「
変
態
嶺
耕
た
り
」
、
⑦
「
尺
専
在
世
の
苗
」
か
収
め
 
 

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
 
『
音
楽
講
式
』
 
『
法
隆
寺
聖
霊
会
声
明
集
』
 
に
も
こ
う
し
 
 

た
集
外
曲
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
ほ
、
こ
れ
ら
の
曲
の
浸
透
を
考
え
る
上
で
見
逃
 
 

せ
な
い
。
 
 五

、
棺
拝
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
鎌
倉
～
室
町
斯
に
編
ま
れ
た
朗
詠
譜
本
に
見
え
る
、
『
朗
 
 

詠
集
』
に
載
ら
な
い
十
曲
の
朗
詠
曲
は
、
著
名
な
朗
詠
曲
の
典
拠
か
ら
更
に
捕
 
 

わ
れ
た
り
、
ま
た
師
長
や
孝
悟
ら
、
高
名
な
朗
詠
者
の
作
曲
・
実
演
を
背
景
と
 
 

す
る
な
ど
、
さ
ま
ぎ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
譜
本
に
取
り
込
ま
れ
た
も
 
 

の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
幾
つ
か
ほ
、
案
件
に
朗
詠
さ
れ
た
記
録
を
持
ち
、
 
『
朗
 
 

詠
集
』
 
の
曲
に
比
し
て
も
遜
色
が
な
い
ほ
ど
に
重
用
さ
れ
た
こ
と
か
知
ら
れ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
な
お
一
部
に
は
、
典
拠
も
知
ら
れ
ず
、
か
つ
朗
詠
曲
と
し
 
 

て
の
定
着
が
疑
問
視
さ
れ
る
曲
も
あ
り
、
ま
た
幾
つ
か
の
朗
詠
譜
本
で
は
、
こ
 
 

れ
ら
の
葉
外
曲
を
 
『
朗
詠
集
』
 
の
曲
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
 
 

の
よ
う
に
見
る
と
、
朗
詠
譜
本
の
 
「
朗
詠
曲
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
両
『
朗
詠
 
 

集
』
を
基
準
と
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
十
曲
は
、
常
に
例
外
的
な
 
 

存
在
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
朗
詠
集
』
 
に
な
い
新
し
い
朗
詠
詞
章
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
試
み
は
、
こ
 
 

の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
成
果
を
上
げ
た
と
は
言
わ
れ
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
こ
 
 

う
し
た
活
動
が
朗
詠
曲
の
範
囲
を
よ
り
広
げ
、
豊
か
な
も
の
に
L
た
こ
と
も
ま
 
 

た
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
十
曲
の
朗
詠
曲
の
存
在
は
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軽
視
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
 
 

〔
注
〕
 
 

（
1
）
柿
村
重
松
氏
『
倭
漢
朗
詠
集
考
謹
 
首
巻
 
序
説
』
 
（
大
一
五
）
、
浅
 
 

野
建
二
氏
『
短
歌
朗
詠
の
歴
史
と
実
際
』
 
（
昭
五
〇
）
 
な
ど
。
な
お
、
 
 

拙
稿
「
平
安
朝
の
朗
詠
詞
章
総
覧
」
 
『
研
究
と
資
料
』
第
訊
輯
 
平
二
 
 

一
二
参
照
。
 
 

（
2
）
 
『
朗
詠
宴
抄
 
囲
空
木
』
以
下
、
計
十
二
本
の
朗
詠
譜
本
に
見
え
る
、
 
 

異
な
る
朗
詠
曲
の
総
数
。
内
訳
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
百
三
十
一
 
 

首
 
（
6
7
・
1
％
）
、
『
新
操
朗
詠
集
』
か
ら
五
十
四
首
 
（
2
7
・
7
 
 

％
）
。
 
 

（
3
）
呉
文
柄
氏
『
賢
者
究
影
』
 
（
昭
三
七
）
所
載
伝
囲
空
自
軍
配
印
に
よ
る
。
 
 

但
し
同
本
は
巷
首
「
首
を
欠
く
。
よ
っ
て
同
本
の
楕
写
完
本
と
目
さ
れ
 
 

る
京
都
大
学
文
学
部
国
文
研
究
室
蔵
本
 
（
K
I
3
）
 
を
参
看
し
た
。
 
 

（
4
）
 
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
 
本
朝
文
粋
』
に
よ
る
。
 
 

（
5
）
 
『
日
本
古
典
文
字
大
系
 
和
漢
朗
詠
集
』
 
に
よ
る
。
番
号
も
同
じ
。
 
 

（
6
）
 
『
校
注
 
文
机
談
』
 
（
笠
間
書
院
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
7
）
村
田
正
志
氏
「
後
崇
光
院
御
筆
九
十
首
抄
模
本
の
出
現
」
 
『
国
士
館
大
 
 

学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
』
第
一
八
号
 
昭
六
一
・
一
所
載
影
印
に
よ
 
 

る
。
 
 

（
8
）
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
朗
詠
略
譜
九
十
首
』
 
（
ハ
ニ
ハ
○
／
ロ
四
）
 
 

に
よ
る
○
 
 

（
9
）
 
『
隕
明
叢
書
国
書
篇
 
古
楽
古
歌
謡
集
』
 
（
思
文
閣
出
版
）
所
載
影
印
 
 

に
よ
る
。
 
 

（
Ⅲ
）
郡
波
通
園
本
に
よ
る
。
 
 

（
封
）
 
 

（
孤
）
 
 

（
引
）
 
 

（
2
2
）
 
 

（
m
u
）
 
 
 

（
‖
）
 
 

（
1
2
）
 
 

（
1
3
）
 
 

（
国
）
 
 

（
1
5
）
 
 

（
1
6
）
 
 

『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
 
に
よ
る
。
 
 

『
神
田
本
自
民
文
集
の
研
究
』
 
（
勉
誠
社
）
 
の
訓
読
に
よ
る
。
 
 

『
日
本
思
想
大
系
 
古
代
中
世
塾
術
論
』
 
に
よ
る
。
 
 

『
古
今
著
聞
集
』
巷
十
六
・
『
文
机
談
』
第
二
冊
・
『
吉
野
吉
水
院
禁
 
 

書
』
 
に
、
師
長
の
撰
で
あ
る
こ
と
が
見
え
る
。
 
 

『
続
群
書
顆
従
』
 
に
よ
る
。
 
 

具
体
的
に
は
、
因
空
木
2
n
U
・
－
2
2
番
に
見
え
る
「
布
政
之
庭
」
 
（
『
 
 

印
懐
朗
詠
集
』
帝
王
 
」
ハ
六
〇
番
）
・
「
仁
流
秋
津
洲
之
外
」
 
（
同
 
 

六
五
八
番
）
・
「
幾
行
商
去
之
雁
」
 
（
同
 
暁
 
四
一
七
番
）
 
の
三
首
 
 

を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

内
閣
文
庫
蔵
『
朗
詠
蚕
業
』
 
（
二
〇
七
・
一
七
）
 
に
よ
る
。
同
本
は
寛
 
 

政
四
年
、
藤
貞
幹
が
広
隆
寺
本
を
転
写
し
た
も
の
。
 
 

『
新
編
国
歌
大
観
 
第
二
巷
 
私
撰
集
編
』
 
に
よ
る
。
番
号
も
同
じ
。
 
 

国
会
図
書
館
蔵
 
『
朗
詠
要
抄
 
大
原
本
』
 
（
七
六
八
二
山
／
一
四
）
 
に
 
 

よ
る
。
同
本
ほ
大
正
十
五
年
、
高
野
辰
之
氏
が
大
原
来
迎
院
本
 
（
乙
本
）
 
 

を
転
写
し
た
も
の
。
 
 

菅
野
扶
美
氏
「
「
音
楽
講
式
」
の
朗
詠
諸
朗
詠
譜
と
の
関
連
に
お
い
 
 

て
」
 
『
日
本
歌
謡
研
究
』
第
二
六
号
 
昭
六
二
ニ
ー
 
 

政
吉
書
院
刊
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
所
載
影
印
に
よ
る
。
 
 

注
 
（
孤
）
 
所
引
。
 
 

中
御
門
右
大
臣
藤
原
宗
息
 
（
一
〇
六
一
t
～
一
一
六
八
）
ま
た
は
知
足
院
 
 

関
白
藤
原
忠
実
〓
〇
七
八
～
一
二
ハ
二
）
 
の
探
と
さ
れ
る
藤
家
の
朗
 
 

詠
曲
集
成
。
但
し
『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
六
は
宗
忠
、
『
文
机
談
』
第
 
 

二
冊
は
忠
実
撰
と
し
、
『
吉
野
吉
水
院
禁
書
』
は
両
説
を
併
記
す
る
。
 
 

『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
 
第
七
巻
 
歌
謡
・
声
明
清
』
 
（
便
利
堂
）
所
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載
影
印
に
よ
る
。
 
 

（
透
）
 
『
日
本
古
典
文
学
大
系
 
増
鏡
』
に
よ
る
。
 
 

（
訪
）
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
況
斎
叢
書
』
 
（
一
〇
・
〇
一
／
キ
六
）
巻
 
 

冊
に
よ
る
。
同
書
は
安
政
五
年
お
よ
び
明
治
五
年
の
識
語
を
持
つ
。
 
 

（
訂
）
福
田
和
夫
氏
「
【
法
隆
寺
聖
霊
会
声
明
稟
】
」
 
『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
 
 

四
八
号
 
昭
五
八
・
九
 
 

（
謂
）
 
こ
の
 
「
真
名
本
」
は
、
同
語
の
九
箇
所
に
見
え
る
が
、
こ
の
う
ち
 
1
5
 
 

5
番
「
南
翔
北
部
」
の
庄
に
 
「
此
朗
詠
真
名
本
ニ
ハ
餞
別
部
在
之
、
恋
 
 

部
也
」
 
（
同
句
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
恋
部
・
『
朗
詠
九
十
首
抄
』
餞
別
 
 

部
に
出
る
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
同
譜
に
先
行
す
る
真
 
 

名
表
記
の
朗
詠
譜
本
 
（
侠
書
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
詔
）
 
『
日
本
古
典
文
学
大
系
 
平
家
物
語
上
』
 
に
よ
る
。
 
 

（
Ⅶ
）
近
藤
喜
博
氏
「
朗
詠
九
十
首
抄
成
長
の
一
過
程
1
後
崇
光
院
本
竹
田
本
 
 

の
紹
介
－
」
 
『
国
語
と
国
文
学
』
二
五
巻
七
号
 
昭
二
三
・
七
 
 

（
3
1
）
 
庄
7
に
同
じ
 
 

（
麗
）
小
野
恭
靖
氏
「
『
朗
詠
九
十
首
抄
』
考
－
諸
本
及
び
そ
の
展
開
を
め
ぐ
 
 

っ
て
－
」
 
『
中
世
文
学
』
第
三
五
号
 
平
二
・
六
 
 

（
刀
）
小
野
氏
右
論
文
参
照
。
 
 

（
罰
）
但
し
『
古
楽
古
歌
謡
集
』
の
解
説
で
ほ
、
他
に
2
1
番
「
努
丹
霞
而
為
 
 

泥
」
 
（
新
朗
 
八
八
番
）
・
3
4
番
「
曙
風
覿
幌
影
」
 
（
同
 
t
〓
五
 
 

番
）
・
4
7
番
「
落
葉
侯
微
風
以
隕
」
 
（
同
 
二
八
九
番
）
・
4
8
番
 
 

「
樵
蘇
往
反
」
 
（
和
朗
 
三
一
一
番
）
・
7
5
番
「
梁
鶏
棲
而
遅
唱
」
 
 

（
新
朗
 
二
二
世
番
）
・
8
0
番
「
晋
建
威
将
軍
劉
白
倫
噂
酒
」
 
（
和
 
 

朗
 
四
八
〇
番
）
・
1
1
9
番
「
縄
床
欲
穿
」
 
（
新
朗
 
五
四
二
番
）
 
 

・
1
2
9
番
「
囁
映
朝
霧
断
時
」
 
（
同
 
四
九
一
番
）
・
1
4
7
番
「
 
 

重
有
母
儀
」
 
（
和
朗
 
」
ハ
〇
六
番
）
・
1
6
9
番
「
道
場
夜
半
香
花
冷
」
 
 

（
新
朗
 
三
六
七
番
）
 
の
計
十
曲
を
、
『
朗
詠
集
』
に
見
え
な
い
と
す
 
 

る
0
 
 

詠
）
 
」
 
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
 
 

成
稿
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
引
用
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
、
国
立
公
文
 
 

書
館
、
国
立
国
会
図
書
陀
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
、
な
ら
び
に
京
都
大
学
文
 
 

学
部
国
文
研
究
室
の
御
高
配
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
三
年
 
 

度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
（
A
）
 
「
日
本
朗
詠
史
研
究
（
鎌
倉
期
の
朗
 
 

（
東
京
成
徳
短
期
大
学
専
任
講
師
）
 
 
 


